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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツデータと少なくとも上記コンテンツデータのアーティスト情報に対応するコ
ンテンツ識別データとが対応付けられて記憶された記憶媒体から上記コンテンツデータを
再生する再生手段と、
　上記コンテンツ識別データを複数表示する表示手段と、
　上記表示手段に表示されるカーソルを入力に応じて移動させることができる第１の入力
手段と、
　上記コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情
報を検索するための第２の入力手段と、
　上記カーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定時間配置されている
と判断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデータの一部を上記再
生手段に再生させ、
　上記第２の入力手段を介した入力がなされたときに、上記表示手段の上記カーソルが配
置された位置に対応する上記コンテンツ識別データのアーティスト情報と、該アーティス
ト情報に関連する他のアーティスト情報とを上記表示手段に表示させ、
　上記第１の入力手段を介した入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位
置に上記カーソルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報
に対応するコンテンツデータを上記再生手段に再生させる制御手段と
を有する再生装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記他のアーティスト情報に対応するコンテンツデータの一部を対象として上記再生手
段に再生させる再生装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記第１の入力手段を介した入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位
置に上記カーソルが所定時間配置されていると判断するまでは、上記第２の入力手段を介
した上記入力がなされたときに、上記再生手段で再生されていた、上記表示手段の上記カ
ーソルが配置された位置に対応する上記コンテンツ識別データに対応するコンテンツデー
タを継続して再生する再生装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記第１の入力手段を介した入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位
置に上記カーソルが所定時間配置されていると判断した後に、再生が開始された該他のア
ーティスト情報に対応する１のコンテンツデータの再生が終了したら、該他のアーティス
ト情報に対応する次のコンテンツデータを自動的に上記再生手段に再生させる再生装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記第１の入力手段を介した入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位
置に上記カーソルが所定時間配置されていると判断した後に、再生された該他のアーティ
スト情報に対応する再生可能な全てのコンテンツデータの再生が終了したら、該他のアー
ティスト情報の次の他のアーティスト情報に対応するコンテンツデータを自動的に上記再
生手段に再生させる再生装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の再生装置において、
　上記次の他のアーティスト情報に対応するコンテンツデータの再生に伴い、上記カーソ
ルを、該次の他のアーティスト情報に対応する位置に配置する再生装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記第１の入力手段を介した入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位
置に上記カーソルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報
に対応する再生可能なコンテンツデータに対応するコンテンツ識別データのリストを上記
表示手段に表示する再生装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、
　上記カーソルが所定時間配置されていると判断した後に、再生された該他のアーティス
ト情報に対応する１のコンテンツデータの再生が終了したら、該他のアーティスト情報に
対応する次のコンテンツデータを自動的に上記再生手段に再生させるようにされ、
　上記次のコンテンツデータの再生に伴い、上記リストが表示された上記表示手段の上記
カーソルを該次のコンテンツデータを示す上記コンテンツ識別データに対応する位置に配
置する再生装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の再生装置において、
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　上記制御手段は、
　上記他のアーティスト情報に対応する再生可能な全てのコンテンツデータの再生が終了
したら、該他のアーティスト情報の次の他のアーティスト情報に対応するコンテンツデー
タの再生を自動的に上記再生手段に再生させるようにし、
　上記次の他のアーティスト情報に対応するコンテンツデータの再生に伴い、該次の他の
アーティスト情報に対応する再生可能なコンテンツデータに対応するコンテンツ識別デー
タのリストを上記表示手段に表示する再生装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記所定時間は、上記第２の入力手段に対する入力がなされた時点から計測される再生
装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記再生手段で再生させる対象を上記コンテンツデータの一部とした第１の再生モード
と、
　上記再生手段で再生させる対象を上記コンテンツデータの全長とした第２の再生モード
と
を備え、
　上記所定時間は、上記第１の再生モードが選択された時点から計測される再生装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記表示手段に対して上記コンテンツデータを所定に分類した項目のそれぞれが表示さ
れ、
　上記制御手段は、
　上記カーソルが同一の上記項目に対応する位置に所定時間配置されていると判断したと
きに、該カーソルが配置されている該項目に対応するコンテンツデータの一部を上記再生
手段に再生させ、該項目に対応する全ての上記コンテンツデータについて該再生が終了す
ると、他の項目に対応するコンテンツデータの一部を上記再生手段に再生させる再生装置
。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の再生装置において、
　上記他の項目に対応するコンテンツデータの一部を再生する際に、上記カーソルを該他
の項目に対応する位置に移動させる再生装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、レイティングの高いコンテンツデータから順に、上記コンテンツデー
タの一部を上記再生手段に再生させる再生装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の再生装置において、
　上記レイティングは、上記再生手段による上記コンテンツデータの全長を対象とした再
生の履歴に基づいている再生装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、コンテンツデータのリリース日が現在の日付に近い順に、上記コンテ
ンツデータの一部を上記再生手段に再生させる再生装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の再生装置において、
　上記制御手段は、上記再生手段が上記コンテンツデータの一部を再生しているときに上
記第１の入力手段を介した所定の入力がなされると、一部が再生されている該コンテンツ
データの全長を対象とした再生を上記再生手段に行わせる再生装置。



(4) JP 4396590 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

【請求項１８】
　コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複数表示するステップと、
　入力に応じて移動されるカーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定
時間配置されていると判断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデ
ータの一部を再生するステップと、
　上記コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情
報を検索する入力がなされたときに、上記カーソルが配置された位置に対応する上記コン
テンツ識別データのアーティスト情報と、該アーティスト情報に関連する他のアーティス
ト情報とを表示するステップと、
　上記カーソルを移動させる入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位置
に上記カーソルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報に
対応するコンテンツデータを再生するステップと
　を備える再生方法。
【請求項１９】
　コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複数表示するステップと、
　入力に応じて移動されるカーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定
時間配置されていると判断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデ
ータの一部を再生するステップと、
　上記コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情
報を検索する入力がなされたときに、上記カーソルが配置された位置に対応する上記コン
テンツ識別データのアーティスト情報と、該アーティスト情報に関連する他のアーティス
ト情報とを表示するステップと、
　上記カーソルを移動させる入力に基づいて、上記他のアーティスト情報に対応する位置
に上記カーソルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報に
対応するコンテンツデータを再生するステップと
　を備える再生方法をコンピュータ装置に実行させる再生プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、記録媒体に記録された複数の音声データから１を選択して再生する再生装
置、再生方法および再生プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、記録媒体として小型のハードディスクドライブを用いた携帯用の再生装置が
、数多く製品化されている。小型ハードディスクドライブは、記録容量が数ＧＢ（ギガバ
イト）乃至数１０ＧＢ程度であり、数１００乃至数１０００トラックといった、非常に多
数のトラックを記録できるため、急激な普及を遂げている。このような再生装置は、筐体
が小型、軽量に構成されているため、記録媒体に例えば楽曲などの音声データからなるコ
ンテンツをトラックとして記録して再生装置と共に戸外に持ち出し、記録媒体に記録され
た楽曲を戸外にて再生して楽しむことができる。
【０００３】
　このように、記録媒体に対して非常に多数の楽曲を記録して用いる場合、記録されたト
ラック曲を選択および指定するインターフェイスは、所望のトラックを迅速に選択できる
ことが求められる。従来から、回転ホイールや上下若しくは上下左右の方向を指示する多
方向キーなどを用いて、表示部に表示されたトラックリストのカーソルを移動させ、所望
のトラックを選択する方法が用いられている。例えば再生キーを押圧することで、カーソ
ル位置に対応したトラックが再生される。
【０００４】
　ところで、記録媒体に非常に多数のトラックが記録されている場合、記録媒体に記録さ
れた全てのアルバム名やトラック名（曲名）をユーザが知らないことも考えられる。また
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、メロディーなどは分かるが、トラック名などのテキスト情報を知らないことも多い。さ
らに、携帯用の再生装置は、歩行中などユーザが移動中に用いられることも多く、テキス
ト情報を頼りに所望のトラックを選択することが難しい場合が多い。
【０００５】
　このような場合には、ユーザは、記録媒体に記録されたトラックを一々再生しながら所
望のトラックを選択することになり、非常に煩わしい。これを解消するために、アルバム
の各トラックについて、ハイライト部分を順次再生するようにした技術が特許文献１に記
載されている。この特許文献１の方法によれば、ユーザは、アルバムの各トラックの内容
を自動的に確認することができるため、所望の楽曲を、手を煩わせることなく選択するこ
とができる。
【特許文献１】特開２００３－５０８１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の特許文献１の方法では、アルバムの各トラックのハイライト部分
が、アルバムの１トラック目から順次、自動的に連続再生されてしまうため、ユーザにと
って既知あるいは不要なトラックのハイライト部分も再生されてしまい、時間が無駄にな
ってしまうことがあるという問題点があった。
【０００７】
　例えば、２０トラックが含まれるアルバムの、第１５トラック以降を選択対象としたい
ような場合でも、第１トラックから第１４トラックのハイライト部分が自動的に再生され
てしまう。ハイライト部分の長さが１０秒であったとしても、第１トラックから第１４ト
ラックまでのハイライト部分が再生されるまでには、２分２０秒もの時間がかかってしま
うことになる。
【０００８】
　同様に、２０トラックが含まれるアルバムの、第１５トラックだけを確認的に試聴した
いような場合でも、第１トラックから第１４トラックのハイライト部分を順次再生する必
要があり、非常に煩わしい。
【０００９】
　すなわち、上述した特許文献１の方法を用いても、例えばアルバムからハイライト部分
を聴きたいトラックを選択的に指定する際には、従来から用いられる方法により、表示部
に表示されたトラックのリストからハイライト部分を聴きたいトラックを選択し、通常の
再生方法に従い再生キーを操作して再生指示を行うしかなかったという問題点があった。
【００１０】
　したがって、この発明の目的は、記録媒体に記録されたコンテンツから所望のコンテン
ツを容易且つ迅速に選択できるようにした再生装置、再生方法および再生プログラムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明は、上述の課題を解決するために、
　コンテンツデータと少なくともコンテンツデータのアーティスト情報に対応するコンテ
ンツ識別データとが対応付けられて記憶された記憶媒体からコンテンツデータを再生する
再生手段と、
　コンテンツ識別データを複数表示する表示手段と、
　表示手段に表示されるカーソルを入力に応じて移動させることができる第１の入力手段
と、
　コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情報を
検索するための第２の入力手段と、
　カーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定時間配置されていると判
断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデータの一部を再生手段に
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再生させ、
　第２の入力手段を介した入力がなされたときに、表示手段のカーソルが配置された位置
に対応するコンテンツ識別データのアーティスト情報と、該アーティスト情報に関連する
他のアーティスト情報とを表示手段に表示させ、
　第１の入力手段を介した入力に基づいて、他のアーティスト情報に対応する位置にカー
ソルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報に対応するコ
ンテンツデータを再生手段に再生させる制御手段と
を有する再生装置である。
【００１２】
　また、この発明は、
　コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複数表示するステップと、
　入力に応じて移動されるカーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定
時間配置されていると判断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデ
ータの一部を再生するステップと、
　コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情報を
検索する入力がなされたときに、カーソルが配置された位置に対応するコンテンツ識別デ
ータのアーティスト情報と、該アーティスト情報に関連する他のアーティスト情報とを表
示するステップと、
　カーソルを移動させる入力に基づいて、他のアーティスト情報に対応する位置にカーソ
ルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報に対応するコン
テンツデータを再生するステップと
　を備える再生方法である。
【００１３】
　また、この発明は、
　コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複数表示するステップと、
　入力に応じて移動されるカーソルが同一のコンテンツ識別データに対応する位置に所定
時間配置されていると判断したときに、該コンテンツ識別データに対応するコンテンツデ
ータの一部を再生するステップと、
　コンテンツ識別データに対応するアーティスト情報に関連する他のアーティスト情報を
検索する入力がなされたときに、カーソルが配置された位置に対応するコンテンツ識別デ
ータのアーティスト情報と、該アーティスト情報に関連する他のアーティスト情報とを表
示するステップと、
　カーソルを移動させる入力に基づいて、他のアーティスト情報に対応する位置にカーソ
ルが所定時間配置されていると判断したときに、該他のアーティスト情報に対応するコン
テンツデータを再生するステップと
　を備える再生方法をコンピュータ装置に実行させる再生プログラムである。
【００１４】
　上述したように、この発明は、コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複
数表示する表示部に表示され、入力に応じて移動されるカーソルが、所定時間以上同一の
コンテンツ識別データに対応する位置に配置されていると判断した場合に、コンテンツ識
別データに対応するコンテンツデータの一部の再生を開始させるようにしているため、カ
ーソルの移動操作だけでコンテンツデータのプレビュー再生を行うことができる。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明は、上述したように、コンテンツデータを識別するコンテンツ識別データを複
数表示する表示部に表示され、入力に応じて移動されるカーソルが、所定時間以上同一の
コンテンツ識別データに対応する位置に配置されていると判断した場合に、コンテンツ識
別データに対応するコンテンツデータの一部の再生を開始させるようにしているため、カ
ーソルの移動操作だけでコンテンツデータのプレビュー再生を行うことができるという効
果がある。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、この発明の実施の一形態について、下記の順序に従い説明する。
１．この発明の実施の一形態によるシステムについて
　１－１．この発明が適用されるシステムの形態について
　１－２．再生装置の構成について
　１－３．プレビュー再生の概略的な動作について
　１－４．アーティストリンクモードの概略的な動作について
２．アーティストリンクモード時のより具体的な動作およびＧＵＩについて
３．プレビュー再生の制御方法について
　３－１．ファイル構造について
　３－２．第１のプレビュー再生制御方法について
　　３－２－１．処理の流れについて
　　３－２－２．プレビュー再生モードと通常再生モードとを切り換える際の動作につい
て
　３－３．第２のプレビュー再生制御方法について
　　３－３－１．処理の流れについて
　　３－３－２．プレビュー再生モードと通常再生モードとを切り換える際の動作につい
て
４．この発明の実施の一形態の変形例について
　４－１．プレビュー再生区間の外部からの取得について
　４－２．実施の一形態の変形例における他のシステム形態について
５．この発明の実施の一形態のさらに他の変形例について
【００１７】
１．この発明の実施の一形態によるシステムについて
１－１．この発明が適用されるシステムの形態について
　図１は、この発明の実施の一形態が適用可能な再生装置１の一例の使用形態を示す。再
生装置１は、小型軽量の筐体に構成され携帯可能とされたポータブルデバイス（ＰＤ）で
あって、記録媒体としてハードディスクドライブを用い、記録媒体に記録されたコンテン
ツデータを再生する。また、再生装置１は、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)やＩＥＥＥ１
３９４（(Institute Electrical and Electronics Engineers 1394)インターフェイスと
いった、パーソナルコンピュータ２（以下、ＰＣ２とする）と通信可能なインターフェイ
スを有する。この例では、再生装置１とＰＣ２とは、ＵＳＢを通信インターフェイスとし
て用いて接続されるものとする。
【００１８】
　なお、以下では、再生装置１の記録媒体に記録されるコンテンツデータが楽曲データ、
すなわちオーディオデータであるものとして説明する。楽曲データのそれぞれは、トラッ
クとも称される。
【００１９】
　ミュージックサーバ４は、インターネット３を介して、コンテンツデータのダウンロー
ドなどのサービスを提供する。ミュージックサーバ４は、例えばコンテンツデータをアー
ティスト、収録アルバム、音楽ジャンルなどの属性情報と関連付けて管理する。属性情報
として、楽曲の曲調やテンポなどをさらに関連付けると、より好ましい。また、ミュージ
ックサーバ４は、コンテンツデータのダウンロード数などに応じたランキング情報の管理
やアーティスト間の関連情報（アーティストリンク情報と呼ぶ）の管理なども行い、これ
らの情報を用いたサービスをインターネット３を介して提供する。例えば、上述の属性情
報に対して、これらランキング情報、アーティストリンク情報などを追加して、ユーザに
提供する。収録アルバムやコンテンツデータのリリース日を属性情報に加えてもよい。
【００２０】
　ユーザは、例えばＰＣ２を用いてインターネット３に接続し、インターネット３上にあ
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るミュージックサーバ４からコンテンツデータをダウンロードする。ダウンロードされた
コンテンツは、ＰＣ２の例えばハードディスクドライブに格納される。さらに、ユーザは
、再生装置１とＰＣ２とをＵＳＢケーブルを用いて接続し、ＰＣ２のハードディスクドラ
イブに格納されたコンテンツデータを再生装置１に対して転送する。再生装置１は、転送
されたコンテンツデータを、内蔵する記録媒体に記録する。ユーザは、ＰＣ２と再生装置
１との接続を解除し、再生装置１を例えば戸外に持ち出して記録媒体に記録されたコンテ
ンツデータを再生し、楽しむことができる。
【００２１】
　コンテンツデータをミュージックサーバ４からダウンロードする際に、属性情報として
ランキング情報を追加して取得すれば、ユーザは、現在人気の高いコンテンツを容易に検
索することができる。また、属性情報としてアーティストリンク情報を追加して取得すれ
ば、選択したコンテンツのアーティストに関連のある他のアーティストを知ることができ
、この関連アーティストのコンテンツも容易に検索することができる。さらに、再生装置
１において再生されたコンテンツデータの履歴を保存しておけば、ユーザのお気に入りの
コンテンツを容易に検索することができる。
【００２２】
１－２．再生装置の構成について
　図２は、この発明の実施の一形態に適用できる携帯用の再生装置１の一例の外観を示す
。再生装置１の正面は、概略的には、例えばＬＣＤ(Liquid Crystal Display)を表示素子
として用い、ユーザに対して情報を表示する表示部１０と、複数のキーが設けられ、ユー
ザからの操作を受け付ける操作部２０とからなる。表示部１０は、例えばドット単位での
表示制御が可能で、テキストや簡易なキャラクタ、アイコンなどを表示させることができ
る。
【００２３】
　また、装置の上面には、ホールドスイッチ１６と、コネクタ部１７とが設けられる。ホ
ールドスイッチ１６は、操作部２０に対する操作の有効および無効を切り換える。コネク
タ部１７は、例えばＰＣ２といった外部の機器とディジタルデータのやりとりを行うため
のコネクタと、再生装置１で再生されたアナログ音声信号を出力するためのヘッドフォン
端子とが設けられる。
【００２４】
　操作部２０に設けられる各キーについて説明する。各キーは、例えば押圧されることで
それぞれのキーを示す制御信号が出力される。また、各キーは、押圧時間の長短に応じて
異なる機能を割り当てることができる。例えば、キーを押圧し続ける時間が所定時間以上
の場合（長押しと呼ぶ）と、所定時間以下の場合（短押しと呼ぶ）とで、異なる機能を割
り当てることができる。短押しの場合、キーが押圧されてから所定時間以内にキーに対す
る押圧が無くなったタイミングで、機能が実行される。一方、長押しの場合、キーが所定
時間以上押圧され続けた際に、機能が実行される。また、短押しのみが定義されているキ
ーは、押圧されたタイミングで機能が実行される。さらに、キーが所定時間以上押圧され
続けた場合に、自動的に当該キーが繰り返し押圧されたように定義することも可能である
（キーリピートと呼ぶ）。
【００２５】
　キー１１Ａおよび１１Ｂは、それぞれコンテンツデータの再生音量を増加および減少さ
せるボリュームキーである。キー１１Ａまたは１１Ｂを短押しする度に、音量が１ステッ
プずつ変化する。キー１１Ａおよび１１Ｂは、キーリピートが有効とされる。
【００２６】
　キー１２Ａ、１２Ｂおよび１２Ｃは、主に、コンテンツデータの再生制御を行うための
キーである。キー１２Ａは、短押しで、コンテンツデータの再生および一時停止を順次、
指示する。キー１２Ａを長押しすることで、再生装置１の動作モードがスリープモードに
遷移される。キー１２Ｂは、短押しで、次のコンテンツデータの再生を指示し、長押しで
、現在再生中のコンテンツデータの早送り再生を指示する。同様に、キー１２Ｃは、短押
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しで、前のコンテンツデータの再生を指示し、長押しで、現在再生中のコンテンツデータ
の早戻し再生を指示する。
【００２７】
　キー１３は、中央部のエンターキー１３Ａと、エンターキー１３Ａの周囲に配置された
上下左右を示す矢印キー（それぞれ上方向キー、下方向キー、左方向キーおよび右方向キ
ーと呼ぶ）とからなる５方向キーであって、主に、表示部１０に表示された画面に対応し
た動作を指示する。
【００２８】
　エンターキー１３Ａは、表示部１０の画面が現在コンテンツを再生中であることを示す
画面であれば、短押しで、現在再生中のコンテンツの再生および一時停止を順次、指示す
る。一方、エンターキー１３Ａは、表示部１０の画面が現在コンテンツを再生中であるこ
とを示す画面以外の画面であれば、表示部１０において現在選択中とされている項目を決
定する。また、エンターキー１３Ａは、表示部１０の表示がコンテンツのリスト表示であ
れば、リストにあるコンテンツに対する一括再生を指示する。
【００２９】
　キー１３のキーのうち、上方向キーおよび下方向キーは、短押しで、表示部１０におい
て選択されている項目を、それぞれ上方向および下方向に切り換える。また、上方向キー
および下方向キーは、長押しで、表示部１０がリスト表示の際のリストの高速スクロール
を指示する。上方向キーおよび下方向キーは、長押しの機能が実行されるまで、キーリピ
ートが有効とされる。したがって、上方向キーおよび下方向キーを用いて、画面の表示を
例えば上下にスクロールさせることができる。
【００３０】
　キー１３のキーのうち、左方向キーおよび右方向キーは、短押しで、表示部１０におい
て選択されている項目を、それぞれ左方向および下方向に切り換える。また、表示部１０
の表示画面が複数ページを持つ場合、左方向キーおよび右方向キーは、ページの切り換え
を指示することができる。左方向キーおよび右方向キーは、長押しが定義されないと共に
、キーリピートが有効とされる。
【００３１】
　ディスカバリキー１４は、短押しで、アーティストリンク情報を用いたアーティストリ
ンク機能の呼び出しを指示する。また、ディスカバリキー１４は、長押しで、アーティス
トリンク機能を呼び出し、表示部１０に表示される全てのアーティストのコンテンツの再
生を指示する。アーティストリンク機能の詳細については、後述する。
【００３２】
　キー１５は、短押しで、再生装置１に対してなされた操作の履歴を戻ることを指示し、
長押しで、表示部１０に対してトップメニューを表示させる。
【００３３】
　なお、上述したキー１３～キー１５の機能は、一例であって、この例に限定されない。
キー１３～１５のそれぞれは、動作状態に応じた機能をソフトウェア的に割り当てること
ができる。
【００３４】
　図３は、再生装置１の一例の構成を示す。この図３の例では、再生装置１は、３つのバ
ス３０、３４および４０を有する。バス３０は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）３２
、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)インターフェイス（Ｉ／Ｆ）３３およびシステムゲート
アレイ３６が接続され、主にコンテンツデータが転送される。ＵＳＢコントローラ３３は
、ＵＳＢコネクタ３１が接続され、ＵＳＢコネクタ３１に接続された外部の機器との通信
を制御する。
【００３５】
　バス３４は、ＵＳＢコントローラ３３、表示制御部３５およびシステムゲートアレイ３
６が伝送され、主にコマンドが転送される。表示制御部３５は、バス３４を介して供給さ
れた表示制御信号に基づき、例えばＬＣＤからなる表示部１０を駆動し、表示制御信号に
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応じた画面を表示部１０に表示させる。
【００３６】
　また、バス４０は、マイコン（マイクロコンピュータ）４１、システムゲートアレイ３
６およびＲＯＭ(Read Only Memory)４２が接続され、主にコマンドが転送される。マイコ
ン４１は、リアルタイムクロック（ＲＴＣ）４６および操作部２０が接続される。制御部
２０は、上述した各キー１１～１５に対する操作に応じた制御信号を生成し、マイコン４
１に供給する。マイコン４１は、例えばＲＯＭ４２に予め記憶されたプログラムに従い、
操作部２０から供給された制御信号に応じて、この再生装置１の全体を制御する。また、
マイコン４１は、プログラムに従い所定に表示制御信号を生成する。
【００３７】
　また、マイコン４１は、内部にＤ／Ａ変換（ＤＡＣ）部４４を有し、後述するデコーダ
４３から供給されたオーディオデータをアナログオーディオ信号に変換してヘッドフォン
（ＨＰ）アンプ４５に供給する。
【００３８】
　なお、ＲＯＭ４２は、書き換えが可能な例えばＥＥＰＲＯＭ(Electrically Erasable P
rogrammable Read Only Memory)であって、記憶されるプログラムを更新することができ
るようになっている。更新するためのプログラムは、例えば外部のコンピュータ装置から
ＵＳＢコネクタ３１を介して供給される。
【００３９】
　なお、この再生装置１は、このように、マイコン４１により、ＲＯＭ４２に格納された
プログラムに従い制御されるので、実質的にコンピュータ装置であると考えることができ
る。
【００４０】
　システムゲートアレイ３６は、バス３０、３４および４０間のデータやコマンドのやり
とりを制御する。また、システムゲートアレイ３６に、ＲＡＭ３７と、圧縮符号化された
オーディオデータをデコードするデコーダ４３とが接続される。ＲＡＭ３７は、マイコン
４１のワークメモリとして用いられると共に、デコーダ４３でデコードするためのオーデ
ィオデータのバッファとしても用いられる。例えば、ＲＡＭ３７は、１６ＭＢ(Mega Byte
)の記憶容量を有し、そのうち１２ＭＢの所定領域がオーディオデータのバッファメモリ
領域として確保される。
【００４１】
　リモコン端子４７は、この再生装置１を有線で遠隔操作すると共に、ヘッドフォン端子
が設けられるリモートコントロールコマンダが接続される。ヘッドフォンアンプ４５から
出力されたアナログオーディオ信号がリモコン端子４７に導出される。また、システムゲ
ートアレイ３６とリモコン端子４７とが接続され、リモートコントロールコマンダに対す
る操作に応じた制御信号は、リモコン端子４７から入力され、システムゲートアレイ３６
およびバス４０を介してマイコン４１に供給される。
【００４２】
　なお、上述したＵＳＢ端子３１およびリモコン端子４７は、図２に一例が示される、コ
ネクタ部１７に設けられる。また、図示は省略するが、ホールドスイッチ１６は、マイコ
ン２０に接続される。
【００４３】
　なお、上述では、再生装置１とＰＣ２とが有線接続されるように説明したが、これはこ
の例に限定されない。例えば、バス３０に対して無線通信を制御する無線通信Ｉ／Ｆを接
続し（図示しない）、この無線通信によって再生装置１とＰＣ２との間でのコマンドのや
りとりや、ＰＣ２から再生装置１に対するコンテンツデータの転送などを行うことができ
る。
【００４４】
　図４は、この再生装置１に適用可能なアーキテクチャを概略的に示す。ＵＩ(User Inte
rface)タスク６０は、表示部１０に対する表示や、操作部２０に対する操作に応じた制御
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信号の生成など、ユーザインターフェイスを司る。例えば、操作部２０のキー１３に対す
る操作に応じたカーソル表示７０の制御や、オーディオデータの再生制御を行うキー１２
Ａ～１２Ｃに対する操作に応じた制御命令の生成などは、ＵＩタスク６０において行われ
る。再生制御命令としては、プレイ（再生）、ストップ（再生停止）、フィードフォワー
ド（再生しながら早送り）、リワインド（再生しながら早戻し）、キュー（再生せずに所
定位置まで進める）、レビュー（再生せずに所定位置まで戻す）、ポーズ（再生一時停止
）などがある。
【００４５】
　プレーヤタスク６１は、ＵＩタスク６０の下位に位置し、コンテンツデータの再生に関
する管理を司る。プレーヤタスク６１は、例えば、ＵＩタスク６０からの指示に応じて、
後述するデータベースとのやりとりを行って再生コンテンツを把握し、より下位のタスク
にコンテンツデータの再生制御命令を出す。また、プレーヤタスク６１は、現在のプレイ
モードを常に把握しており、ＵＩタスク６０に対してプレイモードを返すと共に、プレイ
モードに応じた再生制御を行う。
【００４６】
　なお、ここでは、プレイモードは、コンテンツの再生順に関する動作モードをいい、例
えば、リストに示される順に再生するノーマルモード、再生順をランダムに入れ替えるシ
ャッフルモードなどである。
【００４７】
　バッファタスク６２、データベース（ＤＢ）管理タスク６３およびデコーダコントロー
ルタスク６５は、それぞれプレーヤタスク６１の下位に位置する。バッファタスク６２は
、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領域の読み出しおよび書き込みの制御や、ハードディスク
ドライブ３２からオーディオデータを読み出す際の読み出し制御を行う。また、バッファ
タスク６２は、バッファメモリに溜め込まれたオーディオデータのヘッダ情報の解析を行
う。バッファメモリは、バッファタスク６２によって、先頭アドレスと最終アドレスとが
論理的に接続されたリングバッファとして制御される。
【００４８】
　データベース管理タスク６３は、ハードディスクドライブ３２に記録されたコンテンツ
データの管理を行う。例えば、ハードディスクドライブ３２に記録されたコンテンツデー
タを識別するための識別情報（ＩＤ）と、当該コンテンツデータの記録場所を表す情報や
、当該コンテンツデータの属性情報とを関連付けて管理する。また、データベース管理タ
スク６３は、アーティストリンク情報の管理も行う。データベース管理タスク６３で管理
されるデータベースの詳細は、後述する。
【００４９】
　デコーダコントロールタスク６５は、デコーダ４３によるオーディオデータのデコード
処理を制御する。デコーダコントロールタスク６５による制御は、例えば、バッファタス
ク６２による処理と連動してなされる。
【００５０】
　ＯＳ(Operating System)６８は、ＵＩタスク６０、プレーヤタスク６１、バッファタス
ク６２、デコーダコントロールタスク６５およびデータベース管理タスク６３といったＯ
Ｓ６８に対して上位のタスクを統合的に管理すると共に、各タスクに対してソフトウェア
の基本的な機能を提供する。例えば、ＯＳ６８は、ハードディスクドライブ３２上に記録
されるファイルを管理するためのファイルシステムを、上位の各タスクに対して提供する
。ファイルシステムは、例えばハードディスクドライブ３２の記録領域の論理アドレス単
位での管理や、ハードディスクドライブ３２上のファイル管理などを行い、ハードディス
クドライブ３２に対するデータの読み書きの仕組みを提供する。
【００５１】
　また、ＯＳ６８は、再生装置１を構成する各ハードウェアを管理し、これら上位タスク
と再生装置１のハードウェア６９との間の仲介的な処理を行う。例えば、ＯＳ６８は、ハ
ードディスクドライブ３２の制御を行うＨＤＤドライバ６４、ＲＡＭ３７のバッファメモ
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リ領域に対する読み書きの制御を行うバッファ制御部６６、デコーダ４３の制御を行うデ
コーダ制御部６７などを有する。
【００５２】
　この図４に示すＯＳ６８および各タスク６０～６５は、ＲＯＭ４２および／またはハー
ドディスクドライブ３２に記憶または記録されるプログラムに従うマイコン４１の動作に
より、実現される。
【００５３】
　このような構成において、再生装置１とＰＣ２とがＵＳＢケーブルで接続されると、Ｕ
ＳＢコントローラ３３は、ＰＣ２との間で所定にやりとりを行い、再生装置１をＰＣ２か
らリムーバブルなハードディスクドライブとして認識されるようにする。すなわち、ＰＣ
２は、ＰＣ２内のハードディスクドライブに格納されたコンテンツデータを、ＰＣ２に搭
載されるＯＳが提供するファイルコピー機能を用いて、再生装置１のハードディスクドラ
イブ３２に記録させることができる。
【００５４】
　ＰＣ２からは、コンテンツデータとコマンドとがＵＳＢケーブルを介して送信される。
これらコンテンツデータおよびコマンドは、ＵＳＢコントローラ３３に受信される。受信
されたコンテンツデータは、ＵＳＢコントローラ３３により、バス３０を介してハードデ
ィスクドライブ３２に転送され、ハードディスクドライブ３２に書き込まれる。また、受
信されたコマンドは、マイコン４１により、ＵＳＢコントローラ３３からシステムゲート
アレイ３６を介して取り込まれる。
【００５５】
　再生の際の処理について説明する。例えば、マイコン４１によりハードディスクドライ
ブ３２に記録されたコンテンツのデータベースが参照され、コンテンツのリストを表示す
るための表示制御信号が生成される。この表示制御信号は、システムゲートアレイ３６お
よびバス３４を介して表示制御部３５に供給され、表示部１０を駆動するための駆動信号
に変換される。この駆動信号は、表示部１０に供給され、表示制御信号に応じて、再生可
能なコンテンツデータのリストが所定に表示される。
【００５６】
　ユーザにより、例えば表示部１０の表示に基づき操作部２０が所定に操作され、再生さ
せたいコンテンツデータが選択される。この操作に応じた制御信号が操作部２０から出力
される。マイコン４１は、操作部２０から出力される制御信号をモニタしており、再生指
示を示す制御信号が取り込まれると、再生が指示されたコンテンツデータを読み出す旨を
命令するコマンドを発行する。このコマンドは、システムゲートアレイ３６およびバス３
０を介してハードディスクドライブ３２に送信される。
【００５７】
　ハードディスクドライブ３２から読み出されたコンテンツデータは、バス３０を介して
システムゲートアレイ３６に供給される。システムゲートアレイ３６は、供給されたコン
テンツデータを、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領域に溜め込む。また、システムゲートア
レイ３６は、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領域に溜め込まれたコンテンツデータを所定量
毎に読み出し、デコーダ４３に転送する。マイコン４１は、ＲＡＭ３７のバッファメモリ
領域に溜め込まれたコンテンツデータの量を監視し、溜め込まれているデータ量が一定量
以下になったら、システムゲートアレイ３６およびバス３０を介して、ハードディスクド
ライブ３２に対してコンテンツデータの読み出しを行うように命令を出す。
【００５８】
　デコーダ４３は、転送されたコンテンツデータを復号化してベースバンドのオーディオ
データとしてマイコン４１に転送する。マイコン４１は、デコーダ４３から転送されたオ
ーディオデータに対して必要に応じて所定に音響処理を施し、ＤＡＣ部４４によりＤ／Ａ
変換してアナログオーディオ信号として出力する。アナログオーディオ信号は、ＨＰアン
プ４５に供給され、増幅処理されてリモコン端子４７に導出される。
【００５９】
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　次に、ハードディスクドライブ３２に記録されたコンテンツデータを管理するためのデ
ータベースについて説明する。このデータベースは、上述したデータベース管理タスク６
３により管理されるものである。図５は、このデータベースにおけるコンテンツデータの
属性情報を管理するための属性情報テーブルの一例の構成を示す。図５の例では、属性情
報テーブルのレコードは、フィールド「コンテンツＩＤ」、フィールド「アルバムＩＤ」
、フィールド「ジャンルＩＤ」、フィールド「アーティストＩＤ」、フィールド「再生履
歴」およびフィールド「ランキング情報」からなる。
【００６０】
　この図５の例では、レコードの各フィールドに格納される値は、それぞれ実データに対
するポインタ情報がＩＤとして格納される。例えば、各フィールドは、それぞれ実データ
が格納される他のテーブルのレコードへのポインタ情報が格納され、全体としてリレーシ
ョナルデータベースを構成する。コンテンツＩＤは、コンテンツデータ毎にユニークな値
とされ、属性情報テーブルの各レコードは、コンテンツＩＤによって実コンテンツデータ
と関連付けられる。なお、データベースの構成はこの例に限らず、フィールド「コンテン
ツＩＤ」以外の各フィールドに対して実データを格納することも可能である。
【００６１】
　また、属性情報テーブルにおいて、フィールド「再生履歴」は、例えば当該レコードに
関連付けられたコンテンツデータが再生される毎に"１"が加算される。また、ランキング
情報は、所定のタイミングで更新可能とすると好ましい。例えば、ミュージックサーバ４
からＰＣ２に対して新たなコンテンツデータをダウンロードする際に、ＰＣ２に格納され
ているコンテンツデータのそれぞれに対するランキング情報を共にダウンロードし、ＰＣ
２から再生装置１にコンテンツデータを転送する際にこのランキング情報も転送し、デー
タベースを更新することが考えられる。
【００６２】
　データベース管理タスク６３は、さらに、アーティストリンク情報の管理も行う。アー
ティストリンク情報は、例えば、あるアーティストＡに対して、関連するアーティストＢ
、Ｃ、・・・の情報を関連付けたものである。一例として、アーティストＡがアルバムＺ
の制作をアーティストＢ、アーティストＣと共同で行ったような場合、アーティストＡに
対して、アーティストＢおよびＣが関連アーティストであるとすることができる。また、
あるアーティストＡのスタイルなどに基づき、他のアーティストを関連付けることもでき
る。例えば、あるアーティストＡの主要コンテンツの曲調やテンポに基づき、他のアーテ
ィストを関連付ける。さらに、あるアーティストＡの活躍した年代などに基づき他のアー
ティストを関連付けることもできる。さらにまた、アーティストや当該アーティストのコ
ンテンツに関連する複数の情報に基づきアーティストの情報を関連付けることも可能であ
る。
【００６３】
　アーティストリンク情報は、対象となるアーティストに対する関連の度合いに応じて、
段階的に設定することができる。例えば、あるアーティストＡに対して、強い関連がある
アーティストＢ、Ｃ、Ｄ、・・・の情報からなる第１のアーティストリンク情報と、弱い
関連があるアーティストＯ、Ｐ、Ｑ、・・・の情報からなる第２のアーティストリンク情
報とが関連付けられる。一例として、データベース管理タスク６３に管理されるアーティ
スト情報のそれぞれに対して、これら２種類のテーブルをそれぞれ作成する。また、デー
タベース管理タスク６３に管理されるアーティスト情報全てをマトリクス状に配置し、マ
トリクスのそれぞれに対して関連度を設定することも考えられる。アーティストリンク情
報の構成は、これらの例に限られない。
【００６４】
　アーティストリンク情報は、例えばミュージックサーバ４側のサービスとしてユーザ側
に提供され、ミュージックサーバ４からインターネット３を介してＰＣ２にダウンロード
され、ＰＣ２から再生装置１に転送されハードディスクドライブ３２に記録される。一例
として、ＰＣ２からミュージックサーバ４に対して、ＰＣ２のハードディスクドライブや
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、再生装置１のハードディスクドライブ３２に記録されているコンテンツのリストを送信
する。ミュージックサーバ４は、このコンテンツのリストに基づき属性情報を参照してア
ーティストリンク情報を作成し、ＰＣ２に送信する。これに限らず、アーティストリンク
情報をユーザ側で作成することもできる。
【００６５】
１－３．プレビュー再生の概略的な動作について
　この発明の実施の形態では、上述したコンテンツの選択操作において、カーソル表示が
あるコンテンツを示す表示に対応した位置にカーソル表示が所定時間以上停留した場合に
、当該コンテンツの所定の部分を自動的に再生するようにしている。なお、以下では、コ
ンテンツの所定の部分のみを選択的に再生することを、プレビュー再生と呼び、コンテン
ツの全長を対象として再生することを通常再生と呼ぶ。なお、プレビュー再生の方法につ
いては、後述する。
【００６６】
　図６は、プレビュー再生を自動的に開始する処理の一例のフローチャートを示す。また
、図７は、図６のフローチャートに伴う表示部１０の一例の表示を示す。表示部１０にコ
ンテンツリストが表示される（ステップＳ１０）。例えば、図７Ａに示されるように、表
示部１０にコンテンツ名が一覧表示されると共に、カーソル表示７０が初期位置に表示さ
れる。
【００６７】
　カーソル表示７０は、例えばマイコン４１により生成された、所定の位置にカーソル表
示を行わせる表示制御信号が、システムゲートアレイ３６およびバス３４を介して表示制
御部３５に供給され、表示制御部３５においてこの表示制御信号に基づき表示部１０が駆
動されることにより、表示される。カーソル表示７０の位置は、例えばキー１３の上およ
び／または下方向キーなどを操作することで、移動ならびに指定される。
【００６８】
　なお、この図７の例では、コンテンツ名の表示色を反転表示することで、カーソル表示
７０としている。カーソル表示７０の表示方法は、この例に限られない。すなわち、カー
ソル表示は、コンテンツ名に対応する位置に表示されればよく、一例として、コンテンツ
名の先頭に所定のマークを表示することでカーソル表示とすることができる。
【００６９】
　ステップＳ１１で、カーソル表示７０が移動されたか否かが判断される。例えばユーザ
によるキー１３の上方向キーや下方向キーなどによるキー入力が無く、カーソル表示７０
が移動されない場合、ステップＳ１２で、マイコン４１によりカーソル表示７０が任意の
コンテンツ名の位置に停留している時間Ｔが計測され、時間Ｔが所定の時間Ｔthを越える
か否かが判断される。例えば、図７Ｂを参照し、マイコン４１は、カーソル表示７０がコ
ンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」の位置に移動したら、リアルタイムクロック４６の出力に基づ
き時間Ｔの計測を開始し、この時間Ｔが所定時間Ｔthを越える前に、カーソル表示７０が
コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」の位置から別の位置に移動するか否かを判断する。
【００７０】
　所定時間Ｔthは、例えば０．５秒程度とされる。この所定時間Ｔthの値は、ユーザによ
り変更可能とすると好ましい。
【００７１】
　ステップＳ１２で、若し、時間Ｔが所定時間Ｔthを越えたと判断されれば、処理はステ
ップＳ１３に移行する。ステップＳ１３では、現在のカーソル表示７０の位置に対応した
コンテンツの一部が再生される。例えば、図７Ｂのようにコンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」の
位置まで移動されたカーソル表示７０が、図７Ｃに一例が示されるように、コンテンツ名
「ＣＣＣＣＣ」の位置に所定時間Ｔth以上停留した場合、コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」に
対応するコンテンツデータの一部が再生され、コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」で示されるコ
ンテンツがプレビュー再生される。
【００７２】



(15) JP 4396590 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

　プレビュー再生では、例えばコンテンツデータの先頭から所定時間（例えば１０秒間）
だけを再生する。このとき、実コンテンツデータの全長のうち最初の所定時間を再生した
ところで再生を中止するようにしてもよいし、プレビュー再生用に専用のファイルを作成
し、当該ファイルを再生してもよい。さらに、各コンテンツから抽出されるプレビュー再
生位置がコンテンツ毎に異なっていてもよい。プレビュー再生専用のファイルは、例えば
コンテンツデータがハードディスクドライブ３２に記録される際に、自動的に作成するこ
とができる。
【００７３】
　なお、あるコンテンツのプレビュー再生が終了したら、次に位置するコンテンツのプレ
ビュー再生を自動的に開始するようにできる。図７の例では、コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ
」のプレビュー再生が終了し、尚かつ、カーソル表示７０が移動されない場合、次のコン
テンツ名「ＤＤＤＤＤ」で示されるコンテンツのプレビュー再生を自動的に開始するよう
にできる。
【００７４】
　また、プレビュー再生中にキー操作を行い、カーソル表示７０を移動させることができ
る。この場合でも、移動先のコンテンツ名の位置で所定時間Ｔth以上、カーソル表示７０
が停留すると、カーソル表示７０の位置に対応したコンテンツがプレビュー再生されるよ
うにできる。
【００７５】
　例えば、図７Ｃなどを参照し、コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」の位置にカーソル表示７０
があり当該コンテンツのプレビュー再生が行われているときにキー操作を行い、カーソル
表示７０を移動させる。そして、カーソル表示７０を、コンテンツ名「ＤＤＤＤＤ」の位
置を所定時間Ｔth以内で通過させてコンテンツ名「ＥＥＥＥＥ」の位置まで移動させ、そ
こでカーソル表示７０を停留させる。マイコン４１は、カーソル表示７０の停留時間Ｔを
計測し、時間Ｔが所定時間Ｔthを越えると、コンテンツ名「ＣＣＣＣＣ」で示されるコン
テンツのプレビュー再生を中止し、コンテンツ名「ＥＥＥＥＥ」で示されるコンテンツの
プレビュー再生を開始する。
【００７６】
　また、プレビュー再生中に、選択されたコンテンツの確定操作を行うことで、当該コン
テンツの再生を、プレビュー再生から通常再生に移行させることができる。プレビュー再
生から通常再生に移行すると、例えば表示部１０の表示が図７Ｄに一例が示されるような
、現在通常再生中であることを示す表示に切り換えられる。この図７Ｄの例では、通常再
生中であることがテキスト「Ｎｏｗ　Ｐｌａｙｉｎｇ」で示され、再生中のコンテンツ名
「ＣＣＣＣＣ」の属性情報が表示されている。
【００７７】
　プレビュー再生中に、例えばエンターキー１３Ａが操作されるなどして選択されたコン
テンツの確定操作が行われ、コンテンツの再生方法がプレビュー再生から通常再生に切り
替わる際の処理について考える。この場合、通常再生による再生方法として、プレビュー
再生したコンテンツデータの先頭から再生を開始する第１の方法と、プレビュー再生が中
止された位置から継続的に再生を行う第２の方法との２通りが考えられる。
【００７８】
　図８を用いて概略的に説明する。プレビュー再生の時間をコンテンツデータの先頭から
１０秒間とし、第１、第２および第３トラックのコンテンツデータを順次、自動的にプレ
ビュー再生し、第３トラックのプレビュー再生の途中で確定操作を行った場合について考
える。
【００７９】
　上述の第１の方法では、図８Ａに一例が示されるように、第３トラックのプレビュー再
生の途中で例えばエンターキー１３Ａが操作されるなどして確定操作が行われると（再生
が指示されると）、確定操作が行われた時点で第３トラックのプレビュー再生が中止され
、所定時間の経過後に、第３トラックのコンテンツデータの全長を対象として、当該コン
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テンツデータが先頭から再生される。
【００８０】
　一方、上述の第２の方法では、図８Ｂに一例が示されるように、第３トラックのプレビ
ュー再生の途中で確定操作が行われると、確定操作が行われた時点でプレビュー再生が中
止されると共に、プレビュー再生を行っていたコンテンツに対応するコンテンツデータが
、プレビュー再生が中止された位置に対応した位置からプレビュー再生の中止に対して連
続的に再生される。
【００８１】
　上述では、ハードディスクドライブ３２に記録されているコンテンツの一覧を、表示部
１０に直接的に表示させるように説明したが、これはこの例に限定されない。すなわち、
ハードディスクドライブ３２には、数１００件乃至数１０００件のコンテンツデータを記
録することが可能である。上述のカーソル表示７０の停留時間に基づく自動プレビュー再
生と、コンテンツの属性情報の利用により、このような大量のデータからコンテンツを検
索する操作が容易となる。
【００８２】
１－４．アーティストリンクモードの概略的な動作について
　プレビュー再生の適用例として、上述したアーティストリンク情報を用いた選択方法に
ついて説明する。なお、以下では、アーティストリンク情報を用いてコンテンツを選択す
るモードを、アーティストリンクモードと呼ぶ。
【００８３】
　図９は、アーティストリンクモードにおける一例の処理を示すフローチャートである。
また、図１０および図１１は、図９で示す処理に伴う表示部１０の表示の推移の例を示す
。先ず、再生装置１の再生動作モードが通常再生モードにあって、アーティストＡのコン
テンツＸが通常再生されているものとする。ここで、例えば操作部２０のディスカバリキ
ー１４を操作し、アーティストリンクモードを起動する。アーティストリンクモードが起
動されると、マイコン４１によりアーティストリンク情報が参照されると共に、表示部１
０の表示が、図１０Ａに一例が示されるように、アーティストリンク画面に切り換えられ
、アーティストＡと共に、アーティストＡに関連するアーティストＢ、Ｃ、・・・がリス
ト表示部７１Ａにリスト表示される（ステップＳ２０）。
【００８４】
　この例では、属性情報テーブルを参照し、ハードディスクドライブ３２に記録されてい
るコンテンツが多い順にアーティスト名をソートしてリスト表示している。カーソル表示
７０は、アーティストＡの位置に表示されている。再生コンテンツ表示部７１Ｂには、現
在再生中のコンテンツ情報が表示される。なお、アーティスト名のソート順は、この例に
限られない。カーソル表示７０がアーティストＡの位置に表示されている間は、アーティ
ストリンクモード起動直前に、通常再生モードで再生されていたコンテンツ（この例では
アーティストＡのコンテンツＸ）の通常再生が継続される。
【００８５】
　この状態から、例えばキー１３の下方向キーを操作すると、図１０Ｂに一例が示される
ように、カーソル表示７０が関連アーティストＢ、Ｃ、・・・の位置に移動する（ステッ
プＳ２１）と共に、動作がプレビュー再生モードに移行する。この図１０Ｂの例では、ユ
ーザの下方向キーに対する操作に応じて、カーソル表示７０は、アーティストＢの位置を
所定時間Ｔth（例えば０．５秒）以内で通過し、アーティストＣの位置で停留している。
【００８６】
　マイコン４１の計測結果に基づき、カーソル表示７０が所定時間Ｔth以上、アーティス
トＣの位置に停留したか否かが判断され（ステップＳ２２）、停留時間Ｔが所定時間Ｔth

以上になったと判断されれば、処理はステップＳ２３に移行する。ステップＳ２３では、
カーソル表示７０が位置する項目に関連するコンテンツデータから、属性情報テーブル３
０を参照して所定の規則に基づいてコンテンツを自動的に選択する。
【００８７】
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　一例として、図１０Ｂを参照し、カーソル表示７０が項目「アーティストＣ」の位置に
あり、ハードディスクドライブ３２にアーティストＣのコンテンツとして、コンテンツＰ
、Ｑ、ＲおよびＳが記録されているものとする。これらコンテンツＰ、Ｑ、ＲおよびＳを
、属性情報テーブル３０に基づきレイティングの高い順にソーティングする。レイティン
グ対象の項目としては、属性情報テーブル３０のフィールド「再生履歴」を用い、再生頻
度の高い順にコンテンツをソーティングする。これに限らず、属性情報テーブル３０のフ
ィールド「ランキング情報」を用い、人気の高い順にコンテンツをソーティングしてもよ
い。また、再生履歴から求めた各コンテンツの再生回数やスキップ回数に基づくお気に入
り度をレイティングとすることもできる。レイティング対象の項目は、ユーザが適宜設定
できるようにすると好ましい。ステップＳ２３では、例えば最もレイティングの高いコン
テンツＰがマイコン４１により自動的に選択される。
【００８８】
　選択されたコンテンツＰは、次のステップＳ２４でプレビュー再生される。表示部１０
の表示は、アーティストリンク画面のままであり、再生コンテンツ表示部７１Ｂの表示が
プレビュー再生中のコンテンツを示す表示となる（図１０Ｃ）。
【００８９】
　次のステップＳ２５で、カーソル表示７０がアーティストＣの位置に停留している状態
で、コンテンツＰのプレビュー再生が終了したか否かが判断される。プレビュー再生が終
了したと判断されれば、処理はステップＳ２６に移行され、次に選択されるコンテンツが
自動的にプレビュー再生される。例えば、コンテンツＰの次にレイティングの高いコンテ
ンツ（コンテンツＱとする）が自動的にプレビュー再生される。表示部１０の表示は、ア
ーティストリンク画面のままであり、再生コンテンツ表示部７１Ｂの表示がプレビュー再
生中のコンテンツを示す表示となり（図１１Ａ）、処理がステップＳ２５に戻される。
【００９０】
　なお、ステップＳ２５およびステップＳ２６を繰り返し、カーソル表示７０が停留して
いるアーティストＣの、ハードディスクドライブ３２に記録されているコンテンツが全て
プレビュー再生されると、次のアーティスト（例えばアーティストＤ）のコンテンツが、
自動的にプレビュー再生される。このとき、表示部１０の表示は、アーティストリンク画
面のままであり、リスト表示部７１Ａにおいて、カーソル表示７０がアーティストＤに対
応する位置に自動的に移動される（図１１Ｂ）。また、再生コンテンツ表示部７１Ｂの表
示がプレビュー再生中のコンテンツＴを示す表示とされる。
【００９１】
　一方、ステップＳ２５で、プレビュー再生中であると判断されれば、処理はステップＳ
２７に移行し、再生モードがプレビュー再生モードから通常再生モードに移行されるか否
かが判断される。
【００９２】
　例えば、図１１Ａの状態で例えばエンターキー１３Ａを操作するなどして確定操作が行
われると、表示部１０の表示が図１１Ｃに一例が示されるコンテンツリスト画面に切り換
えられ、アーティストＣのコンテンツを選択可能な状態とされる。コンテンツリスト画面
において、リスト表示部７１ＡにアーティストＣのコンテンツがリスト表示され、再生コ
ンテンツ表示部７１Ｂに現在プレビュー再生されているコンテンツが示される。
【００９３】
　図１１Ｂの状態でさらに、例えばエンターキー１３Ａを操作するなどしてコンテンツの
確定操作が行われると、再生モードが通常再生モードに移行すると判断され、次のステッ
プＳ２８で、現在プレビュー再生中のコンテンツＱが通常再生される。表示部１０の表示
は、コンテンツリスト画面のままであり、再生コンテンツ表示部７１Ｂの表示が通常再生
が選択されたコンテンツを示す表示となる（図１１Ｃ）。コンテンツＱが通常再生される
と、属性情報テーブル３０のコンテンツＱに対応するレコードにおいて、フィールド「再
生履歴」の値に"１"が加算される。
【００９４】
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　通常再生が指示されなければ、処理はステップＳ２５に戻され、プレビュー再生が継続
される。コンテンツＱのプレビュー再生が終了してもカーソル表示７０が移動されない場
合、さらに、次にレイティングが高いコンテンツＲのプレビュー再生が自動的に開始され
、カーソル表示７０がコンテンツＲの位置に移動される。
【００９５】
　なお、ステップＳ２５でプレビュー再生中であると判断された際にも、図１１Ａのアー
ティストリンク画面が表示された状態でカーソル表示７０を移動させて他のアーティスト
を選択することができる。すなわち、ステップＳ２５でプレビュー再生中であると判断さ
れ、さらにカーソル表示７０が移動された場合、処理をステップＳ２３に戻し、カーソル
表示７０の位置に対応したアーティストのコンテンツについて、同様にしてプレビュー再
生を行うことができる。
【００９６】
　上述のように、この発明の実施の形態によれば、アーティスト名上にカーソル表示７０
を移動させ所定時間停留させるだけで、ハードディスクドライブ３２に記録されている、
カーソル表示７０の位置するアーティストのコンテンツを自動的にプレビュー再生させる
ことができる。
【００９７】
２．アーティストリンクモード時のより具体的な動作およびＧＵＩについて
　次に、アーティストリンクモード時の動作と、動作に伴うＧＵＩ(Graphical User Inte
rface)について、具体的な例を用いて説明する。上述したように、アーティストリンク情
報は、アーティストに対する関連の度合いに応じて段階的に構成することができる。以下
では、アーティストリンク情報が、あるアーティストに対して強い関連がある第１のアー
ティストリンク情報と、当該アーティストに対して弱い関連がある第２のアーティストリ
ンク情報とからなる２段階で構成されるものとする。
【００９８】
　図１２は、あるコンテンツデータを再生中にディスカバリキー１４を操作してアーティ
ストリンクモードを起動させた場合の一例の処理を示すフローチャートである。図１２の
フローチャートの処理に先立って、ハードディスクドライブ３２に記録された、あるアー
ティスト（"The Police"とする）のコンテンツのリストが予め表示部１０に表示されてい
るものとする。なお、以下の説明において、この図１２のフローチャートの処理に先立っ
て選択されているアーティスト（この例では"The Police"）を対象アーティストと呼び、
対象アーティストに対するアーティストリンク情報に記述されるアーティストを関連アー
ティストと呼ぶ。
【００９９】
　ステップＳ３０で、例えばキー１３の上および／または下方向キーを用いてカーソル表
示７０を移動させ、リストに表示されているコンテンツから再生させたいコンテンツを選
択する。カーソル表示７０が再生させたいコンテンツ（"Every Breath You"とする）を示
す位置に移動されたら、例えばエンターキー１３Ａを操作することで、カーソル表示７０
の位置に対応したコンテンツデータの通常再生が開始される（ステップＳ３１）。
【０１００】
　このとき、表示部１０の表示は、コンテンツデータの通常再生を示す通常再生画面とさ
れる。図１３は、通常再生画面１００の一例を示す。通常再生画面は、このように、リス
ト表示部７１Ａに現在再生中のコンテンツに関して、コンテンツ名("Every Breath You")
、当該コンテンツが収録されるアルバム名("The Police best")、アーティスト名("The P
olice")、コンテンツデータの属するジャンル("Rock")およびコンテンツデータの現在の
再生時間("00:02")とが、情報の意味を表すアイコンと共にそれぞれ表示される。
【０１０１】
　なお、以下の例では、音符を模したアイコンがコンテンツ名、ディスクを模したアイコ
ンがアルバム名、人間のバストアップを模したアイコンがアーティスト名、ならびに、音
符を模した図案を枠で囲んだアイコンがジャンルをそれぞれ示す。このようなアイコンの
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意味は、表示部１０に表示される各画面において、それぞれ共通とする。
【０１０２】
　リスト表示部７１Ａには、さらに、現在再生中のコンテンツデータのレイティングが星
印で示されると共に、当該コンテンツがリリースされた年が表示される。また、再生コン
テンツ表示部７１Ｂは、現在再生中のコンテンツデータに関する情報が簡略的に表示され
ると共に、再生開始からの経過時間を示す情報が表示される。なお、リスト表示部７１Ａ
および再生コンテンツ表示部７１Ｂは、各図において、それぞれ別途、示されているが、
実際には、表示部１０の１画面における異なる領域に表示される。
【０１０３】
　コンテンツデータの再生中にディスカバリキー１４が操作されたと判断されれば（ステ
ップＳ３２）、再生装置１の動作モードがアーティストリンクモードに移行され、アーテ
ィストリンク情報に基づき、現在再生中のコンテンツデータに対応するアーティストに強
い関連があるアーティスト情報が検索されると共に、表示部１０の画面が図１４に一例が
示される検索中画面１０１に遷移する。
【０１０４】
　検索中画面１０１では、アーティストリンク情報により関連アーティストを検索する対
象となるアーティスト名("The Police")と、現在検索中であることがテキストによるメッ
セージと、アイコン（図１４の例では、回転する２つの半円形の矢印）とで示される。ま
た、コンテンツデータの再生は継続され、再生コンテンツ表示部７１Ｂに対して、現在再
生中のコンテンツを示す情報が表示される。
【０１０５】
　検索中画面１０１に遷移してから所定時間が経過したと判断されれば（ステップＳ３４
）、処理はステップＳ３５に移行し、ステップＳ３３の検索結果に基づき現在再生中のコ
ンテンツデータに対応するアーティストに強い関連のあるアーティスト情報である第１の
アーティストリンク情報が存在するか否かが判断される。存在すると判断されれば、処理
はステップＳ３６に移行される。
【０１０６】
　一方、ステップＳ３５で、強い関連のあるアーティスト情報が存在しないと判断されれ
ば、処理はステップＳ４１に移行する。ステップＳ４１では、現在再生中のコンテンツデ
ータに対応するアーティストに対応する第１のアーティストリンク情報、ならびに、当該
アーティストに対して弱い関連がある関連アーティストのリンク情報である第２のアーテ
ィストリンク情報が存在するか否かが判断される。若し、対象アーティストに対応する第
１および第２のアーティストリンク情報が共に存在しないと判断されれば、処理はステッ
プＳ４３に移行される。
【０１０７】
　一方、ステップＳ４１で、対象アーティストに対応する第２のアーティストリンク情報
が存在すると判断されれば、処理はステップＳ４２に移行する。ステップＳ４２では、対
象アーティストに対するアーティストリンク情報について、関連度の基準を緩和するか否
かの選択をユーザに促す画面１０２（図１５参照）が表示部１０に表示される。図１５の
例では、関連度の基準を緩和（拡大）して再度、関連アーティストリンク情報を表示させ
るか否かをユーザに問い合わせるテキストと、当該動作のために操作されるべきキー（例
えばディスカバリキー１４）をガイドする表示とが表示部１０のリスト表示部７１Ａに表
示される。
【０１０８】
　なお、ステップＳ４２の時点では、コンテンツデータの再生は通常再生モードで継続さ
れており、再生コンテンツ表示部７１Ｂに対して、現在再生中のコンテンツを示す情報が
表示される。
【０１０９】
　ステップＳ４２でディスカバリキー１４またはエンターキー１３Ａが操作され、関連度
の基準を緩和して再度、関連アーティストリンク情報を表示させることが確定されれば、
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対象アーティストに対するアーティストリンク情報を、第１のアーティストリンク情報か
ら第２のアーティストリンク情報に切り換えて、処理をステップＳ３５に戻す。
【０１１０】
　一方、ステップＳ４２で、関連度の基準を緩和しないことが選択されたら、処理はステ
ップＳ４３に移行され、表示部１０の表示が現在再生中のコンテンツを示す、図１３を用
いて説明した画面に戻され、現在再生中のコンテンツの通常再生が継続される。
【０１１１】
　例えば、表示部１０の表示がステップＳ４２で示した図１５の状態で、ユーザによりキ
ー１５が操作されることで、関連度の基準を緩和しないことが選択され、表示部１０の表
示が、図１６に一例が示されるように、現在再生中のコンテンツを示す画面に戻ることを
ユーザに促す画面１０３に遷移される。図１６の例では、対象アーティストに対する第１
および第２のアーティストリンク情報が共に存在しなかったことを示すテキストと、操作
されるべきキー（例えばキー１５）を示す表示とが表示部１０のリスト表示部７１Ａに表
示される。
【０１１２】
　上述したステップＳ３５で、アーティストリンク情報に基づき、対象アーティストに対
する関連アーティストを示す関連アーティスト情報が存在すると判断されれば、処理はス
テップＳ３６に移行される。
【０１１３】
　ステップＳ３６では、表示部１０の表示が、図１７に一例が示される、関連アーティス
ト情報を表示する関連アーティスト情報表示画面１０４に移行される。関連アーティスト
情報表示画面１０４は、上述したステップＳ３５、ステップＳ４１およびステップＳ４２
の分岐に応じて、第１アーティストリンク情報または第２のアーティストリンク情報に基
づき表示される。
【０１１４】
　図１７の例では、関連アーティスト情報表示画面１０４は、関連アーティスト情報が表
示される対象となるアーティスト名が最上部に、カーソル表示７０と共に表示されると共
に、対象アーティストに対して関連があるとされたアーティスト情報が、第１または第２
のアーティストリンク情報に基づきリスト表示される。図１７の例では、第１または第２
のアーティストリンク情報に基づく関連アーティスト情報は、対象アーティストを示すア
イコン７５に対して点線で結びつけられて表示されている。
【０１１５】
　なお、図１７の表示において、対象アーティストに対するアーティストリンク情報が、
１画面に表示可能な数以上のアーティスト情報を含んでいる場合、操作部２０のキーを所
定に操作することで、現在の画面に表示されていないアーティスト情報を表示部１０に表
示させることができる。例えば、キー１３の下方向キーを操作してカーソル表示７０をリ
スト表示部７１Ａの所定位置（図１７の例では表示"Discover more.."の位置）の移動さ
せることで、リスト表示部７１Ａに表示される関連アーティスト情報が１つずつ送られる
。
【０１１６】
　次のステップＳ３７では、関連アーティスト情報表示画面１０４において、カーソル表
示７０が現在再生中のコンテンツデータに対応するアーティスト名の位置に配置されてい
るか否かが判断される。すなわち、ユーザは、関連アーティスト情報表示画面１０４の表
示に基づき、例えば、ユーザは、キー１３の上方向キーおよび下方向キーを操作して、カ
ーソル表示７０を所望の関連アーティストの位置に移動させることができる。カーソル表
示７０がこの関連アーティスト情報表示画面が表示された当初のアーティスト名（この例
では"The Police"）の位置にあれば、現在再生中のコンテンツデータの通常再生が継続さ
れる（ステップＳ３８）。
【０１１７】
　一方、カーソル表示７０が現在再生中のコンテンツデータに対応するアーティスト名の
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位置から移動されたと判断されれば、処理はステップＳ３９に移行される。例えば、ユー
ザによる下方向キーの操作に応じて、カーソル表示７０が移動され、図１８Ａに一例が示
されるように、現在再生中のコンテンツデータに対応するアーティスト名とは異なるアー
ティスト名("Sting")の位置に、カーソル表示７０が表示される。
【０１１８】
　ステップＳ３９では、カーソル表示７０が移動先の関連アーティスト名の位置に所定時
間以上、停留されたか否かが判断される。若し、所定時間以上、停留したと判断されれば
、処理はステップＳ４０に移行し、再生モードが通常再生モードからプレビュー再生モー
ドに遷移される。そして、カーソル表示７０の位置に対応したアーティスト名が選択され
たアーティスト名とされ、当該アーティスト名に対応したコンテンツデータ（この例では
"Sacred Love"）が自動的にプレビュー再生される。表示部１０の再生コンテンツ表示部
７１Ｂには、図１８Ｂに一例が示されるように、新たに選択され再生されたコンテンツデ
ータの情報が表示される。
【０１１９】
　ステップＳ４０から開始されるプレビュー再生について説明する。プレビュー再生モー
ドでは、カーソル表示７０が停留している位置に対応したアーティストのコンテンツデー
タが継続して順次、再生される。ハードディスクドライブ３２に記録される、当該アーテ
ィストのコンテンツデータが全て再生されると、自動的に、選択されるアーティスト情報
が同一のアーティストリンク情報に記述される次のアーティストに変更され、変更された
アーティストのコンテンツデータのプレビュー再生が開始される。
【０１２０】
　すなわち、図１９のフローチャートに一例が示されるように、操作部２０に設けられる
所定のキー（例えばディスカバリキー１４）が操作されると、再生装置１の動作モードが
アーティストリンクモードに移行される（ステップＳ５０）。アーティストリンクモード
に移行すると、表示部１０に対して、例えば直前に再生されていたコンテンツのアーティ
ストに関連する関連アーティスト名がリスト表示される。
【０１２１】
　次のステップＳ５１で、関連アーティスト名（"Sting"とする）に対応する位置にカー
ソル表示７０が配置され、当該アーティスト名の位置にカーソル表示７０が所定時間以上
、停留しているか否かが判断される（ステップＳ５２）。所定時間以上停留していると判
断されれば、処理はステップＳ５３に移行され、当該関連アーティストのコンテンツデー
タのプレビュー再生が開始される。このとき、通常再生モードで既に他のコンテンツデー
タが再生中であれば、当該他のコンテンツデータの再生が停止され、プレビュー再生が開
始される。
【０１２２】
　プレビュー再生が行われるのと並列的に、操作部２０に対する所定のキー操作が監視さ
れ（ステップＳ５４）、当該所定のキー操作がなされずに１つのコンテンツデータのプレ
ビューデータの再生が終了したら、ステップＳ５５で、ハードディスクドライブ３２に記
録されている当該関連アーティストのコンテンツが全て再生されたか否かが判断される。
【０１２３】
　当該関連アーティストの記録された全てのコンテンツデータが再生されていないと判断
されれば、処理はステップＳ５３に戻されて、当該関連アーティストの次のコンテンツデ
ータが再生される。一方、当該関連アーティストの記録された全てのコンテンツデータの
再生が終了したと判断されれば、処理は次のステップＳ５６に移行され、関連アーティス
ト情報表示画面１０４において、次の関連アーティスト（図１８の例では、"Bobby Watso
n"）にカーソル表示７０が自動的に移動され、移動先の関連アーティストのコンテンツデ
ータのプレビュー再生が自動的に開始される。そして、処理はステップＳ５３に戻され、
当該移動先の関連アーティストのコンテンツデータのプレビュー再生が同様にして行われ
る。
【０１２４】
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　上述したステップＳ５４において操作が監視される操作部２０の所定のキーは、例えば
、表示部１０の表示を、アーティストリンクモードによる画面から通常再生による画面に
戻すような機能を有するキーとされる。このようなキーとしては、例えばバックキー１５
を適用することができる。ステップＳ５４において、コンテンツデータのプレビュー再生
中に、操作部２０の所定のキーに対する操作がなされたと判断されると、処理はステップ
Ｓ５７に移行する。
【０１２５】
　ステップＳ５７では、プレビュー再生が停止されると共に、アーティストリンクモード
に移行後のプレビュー再生が開始される直前（例えば上述のステップＳ５２において所定
時間経過されたと判断される前まで）に通常再生が行われていたコンテンツデータの再生
が再開される。当該コンテンツデータの再生は、例えば、アーティストリンクモードが起
動されプレビュー再生が開始される際に再生が停止された位置から開始される。
【０１２６】
　コンテンツデータのプレビュー再生中に、操作部２０に対して所定の操作を行うことで
、表示部１０に表示されている画面を、選択中の関連アーティスト情報のコンテンツデー
タに関するより詳細な情報を表示する画面に遷移させることができる。上述した図１８Ａ
に示す表示から他の表示に遷移する一例の処理について、図２０および図２１を用いて説
明する。
【０１２７】
　図２０のフローチャートにおいて、例えば上述した図１２のフローチャートにおけるス
テップＳ３８またはステップＳ４０の処理に継続して、関連アーティスト("Sting")のコ
ンテンツデータ("Sacred Love")がプレビュー再生されている（ステップＳ６０）。この
プレビュー再生中に、操作部２０に対して例えばディスカバリキー１４に対する操作とい
った、所定の操作がなされると（ステップＳ６１）、処理はステップＳ６２に移行する。
【０１２８】
　ステップＳ６２では、表示部１０の表示が、現在プレビュー再生を行っている当該関連
アーティストの、ハードディスクドライブ３２に記録されているコンテンツデータのタイ
トルが一覧されるコンテンツタイトル一覧画面に移行される。
【０１２９】
　図２１は、コンテンツタイトル一覧画面１０５の一例を示す。ハードディスクドライブ
３２に記録された当該関連アーティストのコンテンツデータのタイトルが、リスト表示部
７１Ａに一覧表示される。コンテンツタイトル一覧画面の最上部には、当該関連アーティ
スト名("Sting")がアーティストを示すアイコンと共に表示される。アーティスト名の下
から、コンテンツタイトルが所定の順序で一覧表示される。表示部１０に表示しきれない
タイトルは、例えばキー１３の上方向キーおよび／または下方向キーを操作することで画
面をスクロールさせて表示させることができる。また、現在プレビュー再生中のタイトル
に対応する位置（この例では"Sacred Love"）に、カーソル表示７０が表示される。再生
コンテンツ表示部７１Ｂには、現在プレビュー再生中のコンテンツの情報が所定に表示さ
れる。
【０１３０】
　カーソル表示７０位置に対応するコンテンツデータのプレビュー再生が終了したか否か
が判断され（ステップＳ６３）、終了したと判断されれば、処理は次のステップＳ６４に
移行する。ステップＳ６４では、カーソル表示７０を次のコンテンツタイトル（図２１の
例では、"Ten Summoner's Tale"）の位置に自動的に移動させると共に、カーソル表示７
０が移動されたコンテンツタイトルに示されるコンテンツデータのプレビュー再生が自動
的に開始される。
【０１３１】
　上述のコンテンツタイトル一覧画面１０５によるコンテンツデータのプレビュー再生中
に、表示部１０の表示をコンテンツ毎の情報を表示する画面にさらに遷移させると共に、
コンテンツデータの再生を、プレビュー再生から、コンテンツデータの全長を再生対象と
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した通常再生に切り換えることができる。この場合の一例の処理を、図２２および図２３
を用いて説明する。
【０１３２】
　図２２のフローチャートにおいて、例えば表示部１０の表示が上述の図２１に示した関
連アーティストのコンテンツタイトル一覧画面１０５であって、カーソル表示７０の位置
に対応したコンテンツデータがプレビュー再生されている（ステップＳ７０）。このプレ
ビュー再生中に、操作部２０に対して例えばディスカバリキー１４に対する操作といった
、所定の操作がなされると（ステップＳ７１）、処理はステップＳ７２に移行する。
【０１３３】
　ステップＳ７２では、表示部１０の表示が、現在プレビュー再生を行っているコンテン
ツデータの情報を表示する画面に遷移され、次のステップＳ７３で、この画面に対して、
現在プレビュー再生中のコンテンツの情報が表示される。現在プレビュー再生中のコンテ
ンツの情報は、例えば通常再生画面１００と同様の構成の画面に表示することができる。
【０１３４】
　図２３は、このプレビューコンテンツ情報を、通常再生画面１００’に表示した場合の
例を示す。リスト表示部７１Ａには、現在再生中のコンテンツに関して、コンテンツ名、
当該コンテンツが収録されるアルバム名、アーティスト名、コンテンツデータの属するジ
ャンルおよびコンテンツデータの現在の再生時間とが、情報の意味を表すアイコンと共に
それぞれ表示される。また、再生コンテンツ表示部７１Ｂも同様に、現在再生中のコンテ
ンツデータに関する情報が簡略的に表示されると共に、再生開始からの経過時間を示す情
報が表示される。なお、プレビューコンテンツ情報表示画面は、この例に限らず、現在プ
レビュー再生中である旨を示す情報をさらに表示してもよい。
【０１３５】
　再生中のコンテンツデータのプレビュー再生が終了したら（図示しない）、処理はステ
ップＳ７４に移行し、現在選択されている関連アーティストの、ハードディスクドライブ
３２に記録されているコンテンツデータが全てプレビュー再生されたか否かが判断される
。若し、当該関連アーティストに関し、未だプレビュー再生されていないコンテンツデー
タが存在すると判断されれば、処理はステップＳ７５に移行する。ステップＳ７５では、
プレビュー再生するコンテンツデータを、当該関連アーティストの次のコンテンツデータ
に変更する。そして、処理はステップＳ７３に戻され、変更されたコンテンツデータの情
報が表示部１０に表示される。
【０１３６】
　一方、ステップＳ７４で、当該関連アーティストの全てのコンテンツデータについてプ
レビュー再生が終了したと判断されれば、処理はステップＳ７６に移行され、当該関連ア
ーティストの次の関連アーティストのコンテンツデータが順次、プレビュー再生される。
表示部１０の表示は、図２３に示される、プレビュー再生中のコンテンツデータの情報を
示す通常再生画面１００’のままでもよいし、例えば図１６を用いて説明したような、現
在選択中の関連アーティストの位置にカーソル表示７０が配置された、アーティストリン
ク情報表示画面などに切り換えてもよい。
【０１３７】
　なお、上述の各場合において、プレビュー再生中に操作部２０に対して所定の操作（例
えば再生キー１２Ａやエンターキー１３Ａの操作）を行うことで、再生モードをプレビュ
ー再生モードから通常再生モードに遷移させることができ、現在プレビュー再生中のコン
テンツデータの通常再生を行うことができる。
【０１３８】
　このように、選択された対象アーティストのコンテンツデータや、対象アーティストに
対する関連アーティストのコンテンツデータを自動的にプレビュー再生させることで、ユ
ーザは、所望のコンテンツデータを、煩わしい操作を行うことなく見つけ出すことができ
る。これにより、例えば再生装置１を携帯して移動中でも、表示部１０の表示を見ること
なく所望のコンテンツデータを探し出すことができる。
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【０１３９】
　また、表示部１０の表示をプレビュー再生中に他の画面に遷移させることができるので
、ユーザは、現在プレビュー再生中のコンテンツデータに関する情報を、様々な角度で得
ることができる。
【０１４０】
３．プレビュー再生の制御方法について
　次に、上述したプレビュー再生の制御方法について、より詳細に説明する。
【０１４１】
３－１．ファイル構造について
　図２４は、この実施の実施の一形態に適用可能な、コンテンツデータが格納されるコン
テンツデータファイル２００の一例の構成を示す。以下では、コンテンツデータを、所定
の方式で圧縮符号化されたオーディオデータであるものとする。
【０１４２】
　コンテンツデータファイル２００は、概略的には、ヘッダ部２０１とオーディオデータ
部２０２とからなる。オーディオデータ部２０２は、圧縮符号化されたオーディオデータ
の本体部分が格納され、ヘッダ部２０１は、オーディオデータ部２０２に格納されたオー
ディオデータ本体に関する属性情報が格納される。また、ヘッダ部２０１の所定位置に、
ヘッダ部２０１のデータサイズが記述される。ヘッダ部２０１のデータサイズをオフセッ
トとして、コンテンツデータファイル２００内におけるオーディオデータ部２０２の先頭
位置を求めることができる。
【０１４３】
　オーディオデータの圧縮符号化の方式としては、例えばＭＰ３(Moving Pictures Exper
ts Group 1 Audio Layer 3)、ＡＴＲＡＣ３(Adaptive Transform Acoustic Coding 3：登
録商標)、ＡＡＣ(Advanced Audio Coding)、ＷＭＡ(Windows Media Audio：登録商標)な
ど、様々な方式を適用可能である。これに限らず、圧縮符号化を行わないベースバンドの
オーディオデータを、オーディオデータ部２０２に格納してもよい。
【０１４４】
　オーディオデータ部２０１に格納されたオーディオデータの圧縮符号化方式は、例えば
コンテンツデータファイル２００のファイル名に対して所定に付与された拡張子により識
別することができる。ヘッダ部２０１の所定位置に、圧縮符号化方式を示す情報を記述し
ておいてもよい。
【０１４５】
　ヘッダ部２０１に格納されるオーディオデータ本体の属性情報としては、例えば、オー
ディオデータの圧縮符号方式に関する情報であるコーデック情報２０３と、オーディオデ
ータ部２０２に格納されたオーディオデータ本体の全長を再生した際の、再生開始から再
生終了までの時間を示す総再生時間情報２０４とが含まれる。
【０１４６】
　コーデック情報２０３は、当該オーディオデータを再生する際に必要な情報からなる。
例えば、当該コンテンツデータファイル２００に格納されるオーディオデータが、１フレ
ームのビットレートを固定的に圧縮符号化された固定ビットレートのデータであれば、圧
縮符号化されたオーディオデータについて、ビットレートを示す情報および／または１フ
レームのサイズを示す情報をコーデック情報２０３に含むことができる。また、圧縮符号
化方式によっては、１フレーム毎のビットレートを可変できる可変ビットレートによる圧
縮符号化が可能とされている。この場合には、可変ビットレートである旨を示す情報がコ
ーデック情報２０３に含まれる。
【０１４７】
３－２．第１のプレビュー再生制御方法について
３－２－１．処理の流れについて
　第１のプレビュー再生制御方法では、ハードディスクドライブ３２から、オーディオデ
ータのプレビュー再生区間を選択的に読み出して、バッファメモリに溜め込むようにして



(25) JP 4396590 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

いる。図２５は、第１のプレビュー再生制御方法における処理の一例の流れを、図４を用
いて説明したアーキテクチャに対応させて示す。例えば、通常再生モードにおいて、アー
ティストＡのコンテンツＡが通常再生されているときに、ユーザにより、操作部２０のデ
ィスカバリキー１４が操作された場合について考える。
【０１４８】
　この場合、上述したように、アーティストリンクモードが起動され、再生モードがプレ
ビュー再生モードに遷移される。カーソル表示７０を移動する操作がなされない場合は、
ハードディスクドライブ３２内に記録されたアーティストＡのオーディオデータが所定の
順序で自動的にプレビュー再生されることになる。同様に、関連アーティスト情報表示画
面１０４において、カーソル表示７０をアーティストＡに関連する他のアーティスト情報
の位置に移動させ所定時間以上停留させた場合も、当該他のアーティストのオーディオデ
ータが所定の順序で自動的にプレビュー再生される。
【０１４９】
　ユーザ操作に応じて、ＵＩタスク６０からプレーヤタスク６１に対して、プレビュー再
生の開始が指示される（ＳＥＱ１０）。プレーヤタスク６１は、この指示に応じて、デー
タベース管理タスク６３に対してプレビュー再生するオーディオデータを問い合わせる（
ＳＥＱ１１）。データベース管理タスク６３は、この問い合わせに応じて、プレビュー再
生するオーディオデータに関する情報をプレーヤタスク６１に返す（ＳＥＱ１２）。プレ
ーヤタスク６１は、データベース管理タスク６３から返された情報に基づき、バッファタ
スク６２に対して、ハードディスクドライブ３２から読み出すべきオーディオデータを指
示する（ＳＥＱ１３）。
【０１５０】
　バッファタスク６２は、ＳＥＱ１３での指示に従い、ＨＤＤドライバ６４を制御して（
ＳＥＱ１４）、ハードディスクドライブ３２から当該オーディオデータを読み出す（ＳＥ
Ｑ１５）。読み出されたオーディオデータは、ＨＤＤドライバ６４を介してバッファタス
ク６２に渡され（ＳＥＱ１６およびＳＥＱ１７）、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領域に溜
め込まれる。以下、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領域を、適宜、バッファメモリと呼ぶ。
【０１５１】
　上述したように、プレビュー再生は、オーディオデータの全長に対して一部だけが再生
される。例えば、プレビュー再生対象は、オーディオデータを再生した際の、再生時間で
先頭より４５秒経過した位置を再生開始時間とし、そこから再生時間で３０秒経過した１
分１５秒の位置を、終了位置とする。換言すれば、プレビュー再生は、オーディオデータ
の先頭から再生時間で４５秒後の位置から、３０秒間行われることになる。
【０１５２】
　この第１のプレビュー再生制御方法では、当該オーディオデータが格納されたコンテン
ツデータファイルの、プレビュー再生を行う部分だけを選択的にハードディスクドライブ
３２から読み出し、バッファメモリに溜め込むようにしている。図２６は、この第１のプ
レビュー再生制御方法による、プレビュー再生を行うためのオーディオデータをコンテン
ツデータファイルから読み出す際の一例の処理を示すフローチャートである。このフロー
チャートによる処理は、主にバッファタスク６２により制御される。
【０１５３】
　ステップＳ８０で、バッファタスク６２は、ＨＤＤドライバ６４を制御して、ハードデ
ィスクドライブ３２に記録されたプレビュー再生を行うためのコンテンツデータファイル
２００にアクセスし、当該コンテンツデータファイル２００のヘッダ部２０１を読み出す
。読み出したヘッダ部２０１は、例えばＲＡＭ３７のバッファ領域外に一旦書き込まれる
。バッファタスク６２は、ＲＡＭ３７に書き込まれたヘッダ部２０１内のヘッダ情報を解
析し、ヘッダ部２０１に含まれるコーデック情報２０３や総再生時間情報２０４を抽出す
る。抽出されたこれらの情報は、ＲＡＭ３７のバッファ領域外に保持される。
【０１５４】
　ヘッダ情報の解析結果に基づき、次のステップＳ８１で、当該コンテンツデータファイ
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ル２００のオーディオデータ部２０２に格納されたオーディオデータ本体の、１フレーム
当たりの再生時間を解析する。例えば、当該コンテンツデータファイル２００に格納され
るオーディオデータが固定ビットレートで圧縮符号化されている場合、コーデック情報２
０３に記述されるフレームサイズを示す情報や、圧縮符号化の際のビットレート情報に基
づき、１フレーム当たりの再生時間を求めることができる。
【０１５５】
　なお、コンテンツデータファイル２００に格納されるオーディオデータの圧縮符号化が
固定ビットレートおよび可変ビットレートの何れでなされているかは、例えば、コーデッ
ク情報２０３に可変ビットレートを用いていることを示す情報が記述されているか否かに
基づき判別することができる。
【０１５６】
　次のステップＳ８２で、ステップＳ８１で得られた１フレーム当たりの再生時間に基づ
き、プレビュー再生開始位置のオーディオデータ部２０２の先頭からのオフセットが算出
される。例えば、オーディオデータの先頭から再生時間で４５秒後がプレビュー再生の開
始位置であるとした場合、（４５秒）／（１フレーム当たりの再生時間）を計算して得ら
れる値に近いフレームを、オフセットとする。さらに、次のステップＳ８３で、ステップ
Ｓ８１で得られた１フレーム当たりの再生時間の情報に基づき、所定時間（この例では３
０秒）を再生するためのデータサイズ（フレーム数）を算出する。
【０１５７】
　なお、プレビュー再生を開始する位置を示すプレビュー再生開始位置情報は、プレビュ
ー再生開始位置が固定的であれば、例えばＲＯＭ４２に予め記憶しておくことができる。
これに限らず、このプレビュー再生開始位置情報を、再生装置１の外部から提供すること
も可能である。例えば、コンテンツデータが格納されるコンテンツファイルのヘッダ部分
にプレビュー再生開始位置情報を記述しておくことができる。この場合、再生時などに、
コンテンツのヘッダ情報を解析し、プレビュー再生開始位置情報を抽出し、抽出されたプ
レビュー再生開始位置情報に基づきプレビュー再生の際のオフセットを求める。プレビュ
ー再生開始位置情報を外部から提供する場合は、プレビュー再生開始位置を例えばコンテ
ンツ毎に異ならせることが可能である。
【０１５８】
　こうして、オーディオデータ部２０２のファイル先頭からのオフセットと、所定時間を
再生するためのデータサイズとが求められたら、処理はステップＳ８４に移行され、求め
られたこれらの情報に基づき、ハードディスクドライブ３２からオーディオデータが読み
出される。すなわち、ステップＳ８４では、ハードディスクドライブ３２上のコンテンツ
データファイル２００に対してアクセスがなされ、ステップＳ８２で求められたオフセッ
トの位置から、ステップＳ８３で算出されたデータサイズ分だけ、オーディオデータが読
み出される。読み出されたオーディオデータは、バッファメモリに溜め込まれる。
【０１５９】
　なお、当該コンテンツデータファイル２００に格納されるオーディオデータが、可変ビ
ットレートを用いて圧縮符号化されている場合、ヘッダ部２０１に含まれる情報や、ＯＳ
６８により提供されるファイルシステムからの情報に基づき、プレビュー再生対象となる
部分のオフセットおよび所定時間を再生するためのデータサイズを、概略的に求めるよう
にするとよい。
【０１６０】
　例えば、ヘッダ部２０１のコーデック情報２０３として、圧縮符号化時の平均ビットレ
ート値が記述されている場合、この平均ビットレート値を用いてオフセット値とプレビュ
ー再生を行うためのデータサイズとを求めることが可能である。
【０１６１】
　平均ビットレート値が不明な場合でも、例えば、オーディオデータ部２０２のデータサ
イズ情報と、総再生時間情報２０４に対するプレビュー再生開始時間（４５秒）の比率と
から、プレビュー再生の開始位置のオーディオデータ部２０２に対するオフセットを、コ
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ンテンツデータファイル２００内のバイト位置などで求めることができる。同様に、オー
ディオデータ部２０２のデータサイズ情報と、総再生時間情報２０４に対するプレビュー
再生終了時間（４５秒＋３０秒）の比率とから、プレビュー再生終了位置を、ファイル２
００内のバイト位置などで求めることができる。
【０１６２】
　なお、オーディオデータ部２０２のサイズは、例えば、コーデック情報２０３に含まれ
るヘッダ部２０１のデータサイズを示す情報と、ファイルシステムから得られる当該コン
テンツデータファイル２００のデータサイズとに基づき知ることができる。
【０１６３】
　バッファタスク６２は、このようにして求められたオフセット位置情報と、プレビュー
再生終了位置情報とに基づき、ステップＳ８４で、ハードディスクドライブ３２からオー
ディオデータを読み出す。
【０１６４】
　説明は図２５に戻り、バッファタスク６２は、ハードディスクドライブ３２から読み出
された１コンテンツ分のオーディオデータがバッファメモリに溜め込まれたら、その旨を
プレーヤタスク６１に通知する（ＳＥＱ１８）。プレーヤタスク６１は、データベース管
理タスク６３に対して、次に読み込むべきオーディオデータを問い合わせる。プレーヤタ
スク６１は、データベース管理タスク６３から返された、次に読み出すべきオーディオデ
ータの情報を、バッファタスク６２に渡す（ＳＥＱ１９）。
【０１６５】
　バッファタスク６２は、渡されたオーディオデータの情報に基づき、上述したようにし
てコンテンツデータファイル２００のヘッダ部２０１の情報などを読み出し、オーディオ
データ部２０２におけるプレビュー再生のためのオフセット位置や、プレビュー再生を行
うデータサイズなどを求め、上述したＳＥＱ１４～ＳＥＱ１７までの処理に従い、ハード
ディスクドライブ３２に記録されたオーディオデータを読み出し、バッファメモリに溜め
込む。
【０１６６】
　この、プレビュー再生に用いるオーディオデータをバッファメモリに溜め込む動作は、
例えば、上述した図１２のフローチャートにおけるステップＳ３３で開始される。すなわ
ち、図１４に示した検索画面１０１が表示部１０に表示されている間は、プレビュー再生
に用いるオーディオデータのハードディスクドライブ３２からの読み出しや読み出された
オーディオデータのバッファメモリへの書き込みが行われている。
【０１６７】
　図２７は、ハードディスクドライブ３２から読み出されたオーディオデータがバッファ
メモリに溜め込まれる様子を概略的に示す。この例では、１６ＭＢの記憶容量を有するＲ
ＡＭ３７の１２ＭＢ分の領域が、オーディオデータを溜め込むためのバッファメモリ領域
として確保されている。ハードディスクドライブ３２から所定時間分が読み出されたオー
ディオデータは、図２７に一例が示されるように、バッファメモリ領域の先頭側から順に
詰め込まれる。なお、この例では、バッファメモリに溜め込まれているコンテンツＡ、コ
ンテンツＣ、コンテンツＤ、・・・のオーディオデータは、ビットレートなどがそれぞれ
異なり、同一のプレビュー再生時間でもデータのサイズがそれぞれ異なっている。
【０１６８】
　一方、プレーヤタスク６１は、バッファメモリに所定量以上のオーディオデータが溜め
込まれると、バッファメモリ内のオーディオデータをプレビュー再生するような動作を行
う。例えば、バッファタスク６２は、バッファメモリの状態を監視し、所定量以上のオー
ディオデータがバッファメモリに溜め込まれると、デコーダコントロールタスク６５に対
してその旨通知する。デコーダコントロールタスク６５は、バッファメモリに溜め込まれ
たオーディオデータをデコード単位量ずつ読み出し、デコーダ制御部６７を介してデコー
ダ４３に供給する。
【０１６９】
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　例えば、バッファタスク６２は、プレビュー再生を行う最初のコンテンツであるコンテ
ンツＡのプレビュー再生開始時に、読み出しポインタをコンテンツＡの先頭すなわちバッ
ファメモリの先頭のアドレスにセットする。バッファタスク６２は、デコーダコントロー
ルタスク６５からの読み出し要求に応じて、読み出しポインタを移動させる。デコーダコ
ントロールタスク６５は、この読み出しポインタに基づきバッファメモリからオーディオ
データを読み出し、デコード単位毎にデコードする。
【０１７０】
　コンテンツＡの読み出しが終了し、読み出しポインタがコンテンツＡの終端すなわちコ
ンテンツＣの先頭に達したら、バッファタスク６２は、所定のポーズ時間の経過後、コン
テンツＣの先頭から同様にして読み出しポインタを移動させる。バッファタスク６２によ
りこの動作が繰り返されることで、バッファメモリに溜め込まれたプレビュー再生用のオ
ーディオデータを、順に再生させることができる。
【０１７１】
　図２８は、プレビュー再生用のオーディオデータに関するハードディスクドライブ３２
およびバッファメモリの一例のアクセスタイミングを概略的に示す。図２８Ａは、ハード
ディスクドライブ３２からの読み出し、図２８Ｂは、ハードディスクドライブ３２から読
み出されたオーディオデータのバッファメモリへの書き込み、図２８Ｃは、プレビュー再
生のためのバッファメモリからのオーディオデータの読み出しをそれぞれ示す。
【０１７２】
　上述したように、バッファタスク６２は、バッファメモリに１コンテンツ分のプレビュ
ー再生用オーディオデータが溜め込まれたら、プレーヤタスク６１に対して次に溜め込む
オーディオデータの情報を要求する。すなわち、図２８Ａおよび図２８Ｂに例示されるよ
うに、ハードディスクドライブ３２でコンテンツＡのプレビュー再生データが読み出され
ると、読み出されたデータがバッファメモリに書き込まれる。バッファメモリへの１デー
タ分の書き込みが完了すると、バッファタスク６２からプレーヤタスク６１に対して次に
溜め込むオーディオデータの情報が要求され、この要求に応じて返された情報に基づき、
次のコンテンツＣのデータがハードディスクドライブ３２から読み出される。読み出され
たデータは、バッファメモリに書き込まれる。
【０１７３】
　この一連の動作を、例えばプレビュー再生が終了するか、バッファメモリの空き容量が
無くなるまで繰り返す。バッファメモリに溜め込むプレビュー再生用のオーディオデータ
の数を制限してもよい。
【０１７４】
　ハードディスクドライブ３２からのデータの読み出しおよびバッファメモリに対するデ
ータの書き込みは、読み出したオーディオデータの再生時間などに対して極めて高速に行
われる。バッファメモリに溜め込むデータ数を例えば１２データ程度に制限した場合、デ
ータのハードディスクドライブ３２からの読み出しおよびバッファメモリへの書き込みを
、例えば１秒程度以内で完了させることが可能である。
【０１７５】
　一方、プレビュー再生を行うための、バッファメモリからのデータの読み出しは、例え
ば図２８Ｃに一例が示されるように、最初のコンテンツＡのデータがバッファメモリに所
定量以上溜め込まれた時点で、開始することができる。
【０１７６】
　上述したように、コンテンツＡのプレビュー再生が開始して例えば１秒程度が経過した
時点で、バッファメモリに対して複数のデータが溜め込まれるため、少なくとも１コンテ
ンツ分のプレビュー再生が終了するまで、ハードディスクドライブ３２からデータを読み
出す必要がない。したがって、図２８Ａに示されるように、ハードディスクドライブ３２
からの一連の読み出しが終了してから、次の読み出しが行われるまでの例えば数１０秒間
を、ハードディスクドライブ３２の動作の休止期間とすることができる。このように、ハ
ードディスクドライブ３２からプレビュー再生用のオーディオデータを複数、まとめて読
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み出してバッファメモリに溜め込むことで、ハードディスクドライブ３２の動作の休止期
間を作ることができ、ハードディスクドライブ３２における消費電力が抑えられる。
【０１７７】
　バッファメモリに溜め込まれたデータのアドレスは、バッファタスク６２に常に管理さ
れる。これにより、例えばあるコンテンツのプレビュー再生の途中で、次のコンテンツの
プレビュー再生にジャンプするような制御が可能である。
【０１７８】
　例えば、図２９に概略的に示されるように、コンテンツＡのプレビュー再生中に、ユー
ザが操作部２０に対して、次のコンテンツＣのプレビュー再生を指示する操作を行うと、
その指示がＵＩタスク６０からプレーヤタスク６１を介してバッファタスク６２に伝えら
れる。バッファタスク６２は、この指示に応じて、バッファメモリの読み出しポインタを
コンテンツＣの先頭に移動させる。デコーダコントロールタスク６５は、読み出しポイン
タに従い、コンテンツＣの先頭からプレビュー再生用のオーディオデータを読み出して、
再生する。コンテンツＣのプレビュー再生中においても、同様の操作が可能である。プレ
ビュー再生モードにおいて、予め設定されたプレビュー再生時間（この例では３０秒）の
全長を再生させずに、次々にコンテンツデータの試聴を行うことができる。
【０１７９】
　さらに、バッファタスク６２は、デコーダコントロールタスク６５により読み出された
データの情報をプレーヤタスク６１に渡し、プレーヤタスク６１は、渡された情報に基づ
き現在プレビュー再生中のオーディオデータの情報をＵＩタスク６０に渡す。ＵＩタスク
６１は、この情報に基づき、表示部１０に対して現在プレビュー再生中のオーディオデー
タに関する情報などを表示することができる。
【０１８０】
　プレビュー再生が終了したオーディオデータは、バッファメモリから消去することがで
きる。このとき、ユーザがコンテンツデータの順序を遡って、既にプレビュー再生された
データを再度プレビュー再生することも考えられる。そのため、再生が終了したオーディ
オデータを直ぐには消去せずに、少なくとも直前に再生された１乃至２コンテンツ分のオ
ーディオデータをバッファメモリ内に残しておくのが好ましい。
【０１８１】
３－２－２．プレビュー再生モードと通常再生モードとを切り換える際の動作について
　次に、図８を用いて説明した、プレビュー再生中に再生モードをプレビュー再生モード
から通常再生モードに切り換えた際の２通りの動作を、この第１のプレビュー再生制御方
法に対して適用した例について、図３０を用いて概略的に説明する。
【０１８２】
　なお、図３０Ａに一例が示されるように、バッファメモリに対して、プレビュー再生用
のオーディオデータがコンテンツＡ、コンテンツＣ、コンテンツＤ、コンテンツＧ、・・
・の順に溜め込まれているものとする。そして、コンテンツＣのプレビュー再生中の、読
み出しポインタが位置Ａにあるタイミングで、例えばエンターキー１３Ａが操作され、再
生モードがプレビュー再生モードから通常再生モードへと切り換えられるものとする。
【０１８３】
　プレビュー再生したコンテンツデータの先頭から再生を開始する第１の方法（図８Ａ参
照）について説明する。この場合、図３０Ｂに一例が示されるように、バッファメモリの
内容を一旦クリアして、コンテンツＣの全長を対象としてハードディスクドライブ３２か
らオーディオデータを読み出し、バッファメモリに書き込む。バッファタスク６２は、コ
ンテンツＣのオーディオデータの先頭（すなわちバッファメモリの先頭）に読み出しポイ
ンタをセットする。デコーダコントロールタスク６５は、読み出しポインタに従いコンテ
ンツＣのオーディオデータを先頭からデコードし、再生する。
【０１８４】
　プレビュー再生が中止された位置から継続的に再生を行う第２の方法（図８Ｂ参照）に
ついて説明する。この場合、図３０Ｃに一例が示されるように、コンテンツＣのオーディ
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オデータについて、ハードディスクドライブ３２内に記録された当該オーディオデータが
、プレビュー再生用に既にバッファメモリに溜め込まれている部分に続く位置から読み出
される。読み出されたオーディオデータは、バッファメモリに対し、既に溜め込まれてい
るコンテンツＣのオーディオデータの終端位置から続けて書き込まれる。したがって、バ
ッファメモリのコンテンツＣに続けて溜め込まれていたコンテンツＤ、コンテンツＧ、・
・・のプレビュー再生用のオーディオデータは、コンテンツＣのオーディオデータに上書
きされることになる。
【０１８５】
　この第２の方法の場合、バッファタスク６２は、再生モードがプレビュー再生モードか
ら通常再生モードに切り替わった後、プレビュー再生モード時に継続して読み出しポイン
タを移動させる。これにより、デコーダコントロールタスク６５によるバッファメモリか
らのコンテンツＣのオーディオデータの読み出しが、再生モードがプレビュー再生モード
から通常再生モードに切り替わる際にも継続的になされ、再生モード切り替え時にも、オ
ーディオデータの再生を連続的に行うことができる。
【０１８６】
　通常再生中に、再生モードを通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換える際
の動作について説明する。この場合も、バッファメモリの内容を一旦クリアして、新たに
プレビュー再生用のオーディオデータを読み直す方法と、通常再生モードで再生中のオー
ディオデータの一部あるいは全部をバッファメモリ上に残し、プレビュー再生用のオーデ
ィオデータをその後から上書きする方法とが考えられる。
【０１８７】
　これらのうち、バッファメモリの内容を一旦クリアする方法は、上述したプレビュー再
生用のオーディオデータをハードディスクドライブ３２から読み出してバッファメモリに
溜め込む場合と同様の方法で可能である。例えば、通常再生モードによる再生を一時停止
状態としてバッファメモリ内のオーディオデータをクリアする。そしてその上で、上述し
た方法と同様にして、改めてプレビュー再生用のオーディオデータをハードディスクドラ
イブ３２から読み出して、バッファメモリに溜め込む。
【０１８８】
　プレビュー再生用のオーディオデータをバッファメモリに上書きする場合について、図
３１を用いて説明する。この場合、再生モードが切り換えられた際に、通常再生モードに
おいてコンテンツを何処まで再生しているかによって、処理が異なることが考えられる。
例えば、図３１Ａの、コンテンツＡのプレビュー再生区間ＰＶA以前の場合（１）や、途
中の場合（２）は、図３１Ｂに一例が示されるように、コンテンツＡのプレビュー再生区
間ＰＶAに続けて、次のコンテンツＢのプレビュー再生区間ＰＶB、さらに次のコンテンツ
Ｃのプレビュー再生区間ＰＶC、・・・を上書きする。
【０１８９】
　一方、図３１Ａの、コンテンツＡのプレビュー再生区間ＰＶA以降を再生しているとき
にプレビュー再生に切り換えられた場合（３）では、図３１Ｃに一例が示されるように、
当該コンテンツＡのオーディオデータをバッファメモリ上に残し、コンテンツＡの次から
、次のコンテンツＢのプレビュー再生区間ＰＶB、さらに次のコンテンツＣのプレビュー
再生区間ＰＶC、・・・を上書きする。読み出しポインタは、プレビュー再生区間ＰＶBの
先頭にジャンプさせる。
【０１９０】
　なお、通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換える際のこれらの制御は、こ
の実施形態を実現可能とする一例の方法であって、これに限定されるものではない。
【０１９１】
　図１９を用いて既に説明したように、再生モードを、通常再生モードで再生中にプレビ
ュー再生モードに切り換え、さらに、プレビュー再生モードで再生中に通常再生モードに
切り換えて、プレビュー再生モードに切り換えられる直前に通常再生モードで再生されて
いた位置からコンテンツの通常再生を再開させる場合も考えられる。このような場合も考
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慮したバッファメモリの制御について、図３２を用いて説明する。
【０１９２】
　当初、通常再生モードにおいては、図３２Ａに一例が示されるように、バッファメモリ
には、再生されるコンテンツデータ（コンテンツＡ、Ｂ、Ｃ、・・・とする）の全長がバ
ッファメモリの先頭から詰め込まれる。ここで、コンテンツＡが通常再生モードで位置Ｘ
まで再生されたときに、再生モードが通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換
えられたものとする。
【０１９３】
　再生モードがプレビュー再生モードに切り換えられると、通常再生モードによるコンテ
ンツＡの再生が停止され停止位置Ｘが記憶されると共に、プレビュー再生されるコンテン
ツデータのプレビュー再生区間をハードディスクドライブ３２から読み出し、バッファメ
モリに詰め込んでいく。
【０１９４】
　このとき、図３２Ｂに一例が示されるように、通常再生モードからプレビュー再生モー
ドに切り換えられる直前に当該通常再生モードで再生されていたコンテンツ（図３２の例
では、コンテンツＡ）のデータを、バッファメモリ上に残しておく。そして、プレビュー
再生するコンテンツデータ（プレビュー再生区間ＰＶD、プレビュー再生区間ＰＶP、プレ
ビュー再生区間ＰＶQ、・・・とする）を、バッファメモリ上に残されたコンテンツＡの
データの後ろから、プレビュー再生順に詰め込んでいく。
【０１９５】
　プレビュー再生を行う最初のデータ（図３２の例では、コンテンツＤのプレビュー再生
区間ＰＶDがバッファメモリに読み込まれると、読み出しポインタが、コンテンツＡの再
生が停止された位置Ｘから、プレビュー再生を行う最初のデータ、すなわちコンテンツＤ
のプレビュー再生区間ＰＶDの先頭に移動される。
【０１９６】
　プレビュー再生が停止され、プレビュー再生モードに切り換えられる直前に通常再生モ
ードで再生されていたコンテンツ（コンテンツＡ）の再生を再開する場合には、図３２Ｃ
に一例が示されるように、読み出しポインタを位置Ｘに移動させ、バッファメモリ上に残
されたコンテンツＡを位置Ｘから再生する。
【０１９７】
　なお、図示しないが、プレビュー再生が停止された時点で、再生が再開されたコンテン
ツＡの次以降に再生される予定のコンテンツデータをハードディスクドライブ３２から読
み出すことができる。この場合、読み出されたコンテンツデータを、バッファメモリ上の
プレビュー再生区間ＰＶD、プレビュー再生区間ＰＶP、プレビュー再生区間ＰＶQ、・・
・のデータに対して上書きし、再生が再開されたコンテンツＡの直後から詰め込むように
する。
【０１９８】
３－３．第２のプレビュー再生制御方法について
　次に、第２のプレビュー再生制御方法について説明する。この第２のプレビュー再生制
御方法では、プレビュー再生モードにおいて、通常再生モードの場合と同様に、再生対象
となるオーディオデータの全長がハードディスクドライブ３２から読み出され、バッファ
メモリに溜め込まれる。
【０１９９】
３－３－１．処理の流れについて
　図３３は、この第２のプレビュー再生制御方法によるプレビュー再生の一例のシーケン
スを示す。例えば操作部２０のディスカバリキー１４に対する操作に応じて、アーティス
トリンクモードが起動される（ステップＳ９０）。アーティストリンクモードが起動され
ると、ＵＩタスク６０からプレーヤタスク６１に対してポーズ命令が出される（ＳＥＱ３
１）。このポーズ命令は、プレーヤタスク６１からバッファタスク６２に伝えられる（Ｓ
ＥＱ３２）。ポーズ命令を受けたバッファタスク６２は、バッファメモリからのデータの
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読み出しを一旦停止させる。
【０２００】
　バッファタスク６２は、ポーズ命令を実行した旨を、プレーヤタスク６１を介してＵＩ
タスク６０に伝える（ＳＥＱ３３、ＳＥＱ３４）。これを受けたＵＩタスク６０は、ハー
ドディスクドライブ３２からプレビュー再生に用いるオーディオデータを読み出すように
、プレーヤタスク６１に対して命令を出す（ＳＥＱ３５）。この命令を受けたプレーヤタ
スク６１は、データベース管理タスク６３に対してプレビュー再生を行うコンテンツ情報
を問い合わせ（ＳＥＱ３６）、問い合わせに応じて得られたコンテンツ情報に基づき、バ
ッファタスク６２に対してデータの読み出し命令を出す（ＳＥＱ３７）。
【０２０１】
　バッファタスク６２は、読み出し命令に応じて、ハードディスクドライブ３２からコン
テンツデータファイル２００を読み出す（ＳＥＱ３８、ＳＥＱ３９）。読み出したコンテ
ンツデータファイル２００からオーディオデータ部２０２に格納されるオーディオデータ
を抽出し、順次、バッファメモリに溜め込む。この、オーディオデータをバッファメモリ
に溜め込む処理は、上述した第１のプレビュー再生制御方法の例と同様に、図１２のフロ
ーチャートにおけるステップＳ３３の処理と共に開始され、図１４に示す検索画面１０１
の表示と共に行われる。
【０２０２】
　また、バッファタスク６２は、読み出されたコンテンツデータファイル２００のヘッダ
部２０１を例えばＲＡＭ３７のバッファメモリ領域外に一旦書き込み、ヘッダ情報の解析
を行う（ステップＳ９１）。解析の結果得られたヘッダ情報は、ＲＡＭ３７に保持される
と共に、プレーヤタスク６１に渡される。
【０２０３】
　ヘッダ情報の解析は、上述した第１のプレビュー再生制御方法の場合と略同様に行われ
る。例えば、バッファタスク６２は、ヘッダ部２０１に含まれる情報を取得し（図２６の
フローチャートにおけるステップＳ８０参照）、取得されたヘッダ情報に基づき１フレー
ム当たりの再生時間を求める（図２６のフローチャートにおけるステップＳ８１参照）。
さらに、バッファタスク６２は、１フレーム当たりの再生時間を示す情報に基づき、プレ
ビュー再生開始位置のオーディオデータ先頭からのオフセットを求める（図２６のフロー
チャートにおけるステップＳ８２参照）と共に、１フレーム当たりの再生時間の情報に基
づき、所定時間（この例では３０秒）を再生するためのフレーム数を算出する（図２６の
フローチャートにおけるステップＳ８３参照）。
【０２０４】
　バッファタスク６２は、バッファメモリに所定量以上のオーディオデータが溜め込まれ
たと判断したら、その旨をプレーヤタスク６１を介してＵＩタスク６０に通知する（ＳＥ
Ｑ４１、ＳＥＱ４２）。この通知を受けたＵＩタスク６０は、プレーヤタスク６１に対し
てキュー命令を出す（ＳＥＱ４３）。プレーヤタスク６１は、このキュー命令に応じて、
ヘッダ情報解析の結果求められたオフセット位置に読み出しポインタを移動させるように
、バッファタスク６２に対して命令を出す（ＳＥＱ４４）。
【０２０５】
　バッファタスク６２は、この命令に応じて読み出しポインタをオフセット位置に移動さ
せる。バッファタスク６２による読み出しポインタ移動の様子を図３４に概略的に示す。
バッファメモリには、コンテンツＡ、コンテンツＢ、・・・がそれぞれオーディオデータ
の全長分、溜め込まれているものとする。例えばコンテンツＡのオーディオデータにおい
て、オフセットすなわち先頭から再生時間で４５秒後の位置が位置（Ａ）として、位置（
Ａ）から再生時間で３０秒後の位置が位置（Ｂ）として示されている。位置（Ａ）から位
置（Ｂ）までの間がプレビュー再生される区間である。ＳＥＱ４４による命令では、読み
出しポインタがコンテンツＡのオーディオデータの先頭から位置Ａまで移動される。
【０２０６】
　バッファタスク６２は、読み出しポインタの移動が完了すると、その旨をプレーヤタス
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クを介してＵＩタスク６０に通知する（ＳＥＱ４５、ＳＥＱ４６）。ＵＩタスク６０は、
この通知を受けて、プレーヤタスク６１に対してポーズ解除命令を出す（ＳＥＱ４７）。
プレーヤタスク６１は、このポーズ解除命令に応じて、バッファタスク６２に対してバッ
ファメモリからデータを読み出すように命令を出す（ＳＥＱ４８）。バッファタスク６２
は、この命令に応じてバッファメモリからデータを読み出す。読み出されたデータは、デ
コーダコントロールタスク６５によりデコーダ４３に送られ、デコードされる。
【０２０７】
　一方、ＵＩタスク６０は、上述のＳＥＱ４７でポーズ解除命令を出すと、ステップＳ９
２で、リアルタイムクロック４６で時間の計測を開始し、プレビュー再生を行う時間に対
応する所定時間（例えば３０秒）が経過したらポーズ命令を出す。ポーズ命令は、プレー
ヤタスク６１を介してバッファタスク６２に渡される（ＳＥＱ４９、ＳＥＱ５０）。バッ
ファタスク６２は、このポーズ命令に従い、バッファメモリからのデータの読み出しを停
止させる。図３４の例では、位置（Ａ）から再生時間で３０秒が経過した位置（Ｂ）で、
バッファメモリからのデータの読み出しが停止されることになる。データの読み出しが停
止されたら、その旨がプレーヤタスク６１を介してＵＩタスク６０に通知される（ＳＥＱ
５１、ＳＥＱ５２）。
【０２０８】
　図示しないが、ＵＩタスク６０は、ＳＥＱ５２による通知を受け取ったら、例えば処理
を上述のＳＥＱ４３に戻し、次のコンテンツのプレビュー再生を行うように、プレーヤタ
スク６１を介してバッファタスク６２に対してキュー命令を出す。バッファタスク６２は
、このキュー命令に基づき、バッファメモリ上の次のオーディオデータのオフセット位置
（図３４の例では、コンテンツＢ内の位置（Ｃ））まで、読み出しポインタを移動させる
。このようにして、コンテンツを順次、プレビュー再生することができる。
【０２０９】
　なお、バッファタスク６２は、上述のＳＥＱ３８で開始されるハードディスクドライブ
３２からのオーディオデータの読み出しと、読み出されたオーディオデータのバッファメ
モリへの溜め込みとを、ＳＥＱ３８以降の他の処理が行われている間も、継続して行って
いる（ＳＥＱ４０）。そして、１つのコンテンツデータファイル２００に格納されるオー
ディオデータの全長がバッファメモリに溜め込まれると、次のコンテンツデータファイル
２００がハードディスクドライブ３２から読み出される。図３３の点線から下の部分は、
この処理を示したものである。
【０２１０】
　オーディオデータがハードディスクドライブ３２から読み出され、バッファメモリに溜
め込む処理が、上述したプレビュー再生制御の処理と並列的に継続される（ＳＥＱ４０）
。ハードディスクドライブ３２からの、１オーディオデータの読み出しが完了すると（Ｓ
ＥＱ６０）、バッファタスク６２からプレーヤタスク６１に対して、次に読み出すデータ
の情報が要求される（ＳＥＱ６１）。プレーヤタスク６１は、この要求に応じて、データ
ベース管理タスク６３に対して、次に読み出すべきコンテンツの情報を問い合わせ（ＳＥ
Ｑ６２）、問い合わせに応じて得られたコンテンツ情報に基づき、バッファタスク６２に
対してデータの読み出し命令を出す（ＳＥＱ６３）。
【０２１１】
　この読み出し命令に従い、バッファタスク６２は、ハードディスクドライブ３２からコ
ンテンツデータファイル２００を読み出し（ＳＥＱ６４、ＳＥＱ６５）、ヘッダ情報の解
析を行う（ステップＳ９３）。解析されたヘッダ情報は、ＲＡＭ３７のバッファメモリ領
域外に保持される。また、オーディオデータ部２０２に格納されるオーディオデータは、
バッファメモリに溜め込まれる。ハードディスクドライブ３２からの１つのコンテンツデ
ータファイル２００についての読み出しが完了し（ＳＥＱ６６）、バッファメモリに対し
て、当該コンテンツデータファイル２００に格納されるオーディオデータの全長が溜め込
まれたら、バッファタスク６２からプレーヤタスク６１に対して、次に読み出すデータの
情報が要求される（ＳＥＱ６７）。このような処理を、例えばバッファメモリに次のオー
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ディオデータを溜め込めるだけの十分な空き領域が無くなるまで、繰り返す。
【０２１２】
３－３－２．プレビュー再生モードと通常再生モードとを切り換えた際の動作について
　次に、図８を用いて説明した、プレビュー再生中に再生モードをプレビュー再生モード
から通常再生モードに切り換えた際の２通りの動作を、この第２のプレビュー再生制御方
法に対して適用した例について、図３５を用いて説明する。この第２のプレビュー再生制
御方法では、オーディオデータの全長をバッファメモリに溜め込む。一例として、図３５
Ａに示されるように、バッファメモリにコンテンツＡおよびコンテンツＢが溜め込まれ、
コンテンツＢのプレビュー再生区間（斜線を付して示す）の、位置Ａで通常再生が指定さ
れたものとする。
【０２１３】
　プレビュー再生したオーディオデータの先頭から再生を開始する第１の方法は、図３５
Ｂに一例が示されるように、現在プレビュー再生中のオーディオデータの先頭に読み出し
ポインタを移動させることで実現できる。また、プレビュー再生が中止された位置から継
続的に再生を行う第２の方法は、図３５Ｃに一例が示されるように、プレビュー再生中の
読み出しポインタの移動をそのまま継続することで実現できる。
【０２１４】
　上述したように、この第２のプレビュー再生制御方法では、プレビュー再生においても
、通常再生と同様に、オーディオデータの全長をバッファメモリに溜め込む。そのため、
バッファメモリの利用効率の点で、第１のプレビュー再生制御方法に対して不利である。
一方、オーディオデータの全長がバッファメモリに溜め込まれていることから、特にプレ
ビュー再生から通常再生への移行時の制御が容易であるという利点がある。
【０２１５】
　通常再生中に、再生モードを通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換える際
の動作について説明する。この第２のプレビュー再生制御方法では、既に説明したように
、通常再生モードおよびプレビュー再生モードに関わらず、オーディオデータの全長がバ
ッファメモリ上に溜め込まれている。そのため、図３６に一例が示されるように、再生モ
ードの切り換えが、プレビュー再生区間ＰＶに対して以前で行われる場合（４）、途中で
行われる場合（５）および以降で行われる場合（６）の何れの場合でも、読み出しポイン
タの移動だけで、通常再生モードからプレビュー再生モードへの切り換えを実現できる。
【０２１６】
　図１９を用いて既に説明したように、再生モードを、通常再生モードで再生中にプレビ
ュー再生モードに切り換え、さらに、プレビュー再生モード再生中に通常再生モードに切
り換えて、プレビュー再生モードに切り換えられる直前に通常再生モードで再生されてい
た位置からコンテンツの通常再生を再開させる場合も考えられる。このような場合も考慮
した、第２のプレビュー再生制御方法によるバッファメモリの制御について、図３７を用
いて説明する。
【０２１７】
　当初、通常再生モードにおいては、図３７Ａに一例が示されるように、バッファメモリ
には、再生されるコンテンツデータ（コンテンツＡ、Ｂ、Ｃ、・・・とする）の全長がバ
ッファメモリの先頭から詰め込まれる。ここで、コンテンツＡが通常再生モードで位置Ｘ
まで再生されたときに、再生モードが通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換
えられたものとする。
【０２１８】
　再生モードがプレビュー再生モードに切り換えられると、通常再生モードによるコンテ
ンツＡの再生が停止され停止位置Ｘが記憶されると共に、プレビュー再生されるコンテン
ツデータ（コンテンツＰ、Ｑ、・・・とする）をハードディスクドライブ３２から読み出
し、バッファメモリに詰め込んでいく。
【０２１９】
　このとき、図３７Ｂに一例が示されるように、通常再生モードからプレビュー再生モー
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ドに切り換えられる直前に当該通常再生モードで再生されていたコンテンツ（図３７の例
ではコンテンツＡ）のデータを、バッファメモリ上に残しておく。そして、プレビュー再
生を行うコンテンツデータ（コンテンツＰ、Ｑ、・・・）を、バッファメモリ上に残され
たコンテンツＡのデータの後ろから、プレビュー再生順に詰め込んでいく。この第２のプ
レビュー再生制御方法では、プレビュー再生を行うコンテンツデータは、その全長がハー
ドディスクドライブ３２から読み出され、バッファメモリに溜め込まれる。
【０２２０】
　プレビュー再生を行う最初のデータ（図３７の例ではコンテンツＰ）がバッファメモリ
に読み込まれると、読み出しポインタが、コンテンツＡの再生が停止された位置Ｘから、
プレビュー再生を行う最初のデータ、すなわちコンテンツＰにおけるプレビュー再生区間
の先頭に移動される。
【０２２１】
　図３７Ｃに一例が示されるように、プレビュー再生が例えば位置Ｙで停止され、プレビ
ュー再生モードに切り換えられる直前に通常再生モードで再生されていたコンテンツ（コ
ンテンツＡ）の再生を再開する場合には、読み出しポインタを位置Ｙから位置Ｘに移動さ
せ、バッファメモリ上に残されたコンテンツＡを位置Ｘから再生する。
【０２２２】
　なお、図示しないが、プレビュー再生が停止された時点で、再生が再開されたコンテン
ツＡの次以降に再生される予定のコンテンツデータをハードディスクドライブ３２から読
み出すことができる。この場合、読み出されたコンテンツデータを、バッファメモリのプ
レビュー再生を行うための溜め込まれたコンテンツＰ、Ｑ、・・・に対して上書きし、再
生が再開されたコンテンツＡの直後から詰め込むようにする。
【０２２３】
４．この発明の実施の一形態の変形例について
４－１．プレビュー再生区間の外部からの取得について
　次に、この発明の実施の一形態の変形例について説明する。上述の実施の一形態では、
プレビュー再生を行う区間が固定的であるものとして説明したが、これはこの例に限定さ
れない。この発明の実施の一形態の変形例では、コンテンツに対してプレビュー再生区間
を示す情報を対応付け、プレビュー再生を行う区間をコンテンツ毎に設定可能なようにし
ている。
【０２２４】
　一例として、図３８に概略的に示されるように、コンテンツデータファイル２００’の
ヘッダ部２０１’に対して、コンテンツを識別するためのコンテンツＩＤ２０５を予め格
納する。例えば、ミュージックサーバ４側で、ダウンロードさせるコンテンツデータファ
イル２００’に予めコンテンツＩＤを記述しておく。
【０２２５】
　コンテンツＩＤは、コンテンツを一意に識別可能であれば特に限定されず、コンテンツ
データファイル２００’のファイル名がユニークであれば、このファイル名をコンテンツ
ＩＤとして用いてもよい。この場合は、ヘッダ部２０１’にコンテンツＩＤを記述する必
要は、無い。ファイルサイズ情報をコンテンツＩＤとして用いることも考えられる。
【０２２６】
　また、ミュージックサーバ４は、コンテンツＩＤとプレビュー再生区間とを対応付けて
保持し、コンテンツデータファイル２００’をＰＣ２にダウンロードさせる際に、当該コ
ンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられたプレビュー再生区間情報を当該コンテ
ンツデータファイル２００’と共にＰＣ２に送信する。ＰＣ２は、ダウンロードしたコン
テンツデータファイル２００’と、当該コンテンツデータファイル２００’に対応付けら
れたプレビュー再生区間情報とを、共に再生装置１に転送する。
【０２２７】
　再生装置１は、コンテンツデータファイル２００’がＰＣ２から転送されると、ファイ
ルのヘッダ部２０１’を解析してコンテンツＩＤを取得し、取得されたコンテンツＩＤと
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、当該コンテンツデータファイル２００’と共に転送されたプレビュー再生区間情報とを
対応付けてテーブル管理する。
【０２２８】
　図３９は、このコンテンツＩＤとプレビュー区間情報とが対応付けられたプレビュー再
生区間情報テーブルの例を示す。この図３９の例では、プレビュー再生区間の先頭位置が
オーディオデータの先頭位置からの再生時間で示され、コンテンツＩＤと対応付けられて
いる。例えば、コンテンツＩＤ「ｘｘｘ０１」に対応するコンテンツデータファイル２０
０’では、オーディオデータ部２０２の先頭位置から３０秒後の位置がプレビュー再生区
間の開始位置であるとされる。同様に、コンテンツＩＤ「ｘｘｘ０２」に対応するコンテ
ンツデータファイル２００’では、オーディオデータ部２０２の先頭位置から１分後の位
置がプレビュー再生区間の開始位置であるとされる。これに限らず、プレビュー再生区間
情報として、プレビュー再生区間の長さまたはプレビュー再生区間の終了位置を、さらに
含ませることもできる。
【０２２９】
　プレビュー再生区間情報で示されるプレビュー再生区間として、例えば、対応するコン
テンツの特徴を端的に表す部分を選択すると、プレビュー再生の際にユーザが所望のコン
テンツを容易に探し出すことができ、好ましい。
【０２３０】
　図４０は、このプレビュー再生区間情報を用いた場合のプレビュー再生処理を示す一例
のフローチャートである。なお、ここでは、再生装置１におけるプレビュー再生を、第１
のプレビュー再生制御方法に従い、オーディオデータのプレビュー再生区間に対応する部
分のみをバッファメモリに溜め込んで行うものとする。
【０２３１】
　再生装置１側では、プレビュー再生するオーディオデータに対応するプレビュー再生区
間情報を、予めミュージックサーバ４からダウンロードするなどして取得しておく（ステ
ップＳ１００）。プレビュー再生区間情報は、対応するオーディオデータと同時でなくて
も、コンテンツＩＤに基づき別途、ミュージックサーバ４から取得することも可能である
。取得されたプレビュー再生区間情報は、図３９に一例を示したプレビュー再生区間情報
テーブルに、コンテンツＩＤと対応付けられて記述され、例えば再生装置１のハードディ
スクドライブ３２に格納される。
【０２３２】
　例えばユーザにより操作部２０のディスカバリキー１４が操作され、あるコンテンツ（
コンテンツＰとする）のプレビュー再生が指示されたとする（ステップＳ１０１）。この
指示は、ＵＩタスク６０からプレーヤタスク６１に伝えられ、プレーヤタスク６１により
データベース管理タスク６３に対して、プレビュー再生を行うコンテンツＰの情報が問い
合わされ、データベース管理タスク６３から、この問い合わせに応じた情報が返される。
プレーヤタスク６１は、データベース管理タスク６３から返された情報に基づき、バッフ
ァタスク６２に対して、ハードディスクドライブ３２から読み出すべきコンテンツデータ
ファイル２００’を指示する。
【０２３３】
　コンテンツデータファイル２００’が読み出されると、バッファタスク６２は、読み出
したコンテンツデータファイル２００’のプレビュー再生区間の抽出処理を開始する（ス
テップＳ１０２）。先ず、コンテンツデータファイル２００’のヘッダ部２０１’を解析
し、コンテンツＩＤ２０５を取得する（ステップＳ１０３）。次に、バッファタスク６２
は、取得されたコンテンツＩＤに基づきプレビュー再生区間情報テーブルを参照し、コン
テンツＩＤに対応するプレビュー再生区間情報を取得する（ステップＳ１０４）。
【０２３４】
　また、図示しないが、バッファタスク６２は、ヘッダ部２０１’の解析結果に基づき、
例えばコーデック情報２０３に記述されるフレームサイズを示す情報や圧縮符号化の際の
ビットレート情報に基づき、当該コンテンツデータファイル２００’に格納されたオーデ
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ィオデータ本体の１フレーム当たりの再生時間を求める。
【０２３５】
　次のステップＳ１０５で、バッファタスク６２は、１フレーム当たりの再生時間と、ス
テップＳ１０４でコンテンツＩＤに基づき取得したプレビュー再生区間情報とに基づき、
プレビュー再生開始位置のオーディオデータ部２０２の先頭からのオフセットを算出する
。例えば、（プレビュー再生区間情報に示される時間情報）／（１フレーム当たりの再生
時間）を計算して得られる値に近いフレームを、オフセットとする。さらに、１フレーム
当たりの再生時間の情報に基づき、所定時間（この例では３０秒）を再生するためのデー
タサイズ（フレーム数）を算出する。
【０２３６】
　なお、上述したように、プレビュー再生区間情報として、プレビュー再生を行う時間を
含めてもよい。この場合、プレビュー再生区間情報テーブルに当該オーディオデータのコ
ンテンツＩＤに対応して記述された情報を用いて、プレビュー再生を行うためのオーディ
オデータのデータサイズを算出する。
【０２３７】
　こうして、オーディオデータ部２０２のファイル先頭からのオフセットと、プレビュー
再生区間のデータサイズとが求められたら、処理はステップＳ１０６に移行され、求めら
れたこれらの情報に基づき、ハードディスクドライブ３２からオーディオデータが読み出
される。すなわち、ステップＳ１０６では、ハードディスクドライブ３２上のコンテンツ
データファイル２００’に対してアクセスがなされ、ステップＳ１０５で求められたオフ
セットの位置からプレビュー区間のデータサイズ分だけ、オーディオデータが読み出され
る。読み出されたオーディオデータは、バッファメモリに溜め込まれる。
【０２３８】
　バッファタスク６２は、バッファメモリに所定量以上のオーディオデータが溜め込まれ
たら、デコーダコントロールタスク６５に対してその旨通知する。デコーダコントロール
タスク６５は、この通知に応じて、バッファメモリからオーディオデータを読み出してデ
コーダ制御部６７に渡し、プレビュー再生区間のオーディオデータが再生される（ステッ
プＳ１０７）。
【０２３９】
　このように、コンテンツを識別するユニークなコンテンツＩＤと、コンテンツのプレビ
ュー再生区間とを関連付けることで、ミュージックサーバ４側は、コンテンツ毎に最適な
プレビュー区間を設定することができる。また、これにより、ユーザ側では、プレビュー
再生によりより的確に所望のコンテンツを選択することができる。
【０２４０】
４－２．実施の一形態の変形例における他のシステム形態について
　上述では、プレビュー再生区間情報を、ミュージックサーバ４からＰＣ２を介して再生
装置１に供給するように説明しているが、これはこの例に限定されない。例えば、図４１
に一例が示されるように、図３で示した再生装置１の構成に対して例えば無線によるデー
タ通信を制御する無線通信Ｉ／Ｆ３００とアンテナ３０１とを設けて再生装置１’を構成
し、アンテナ３０１を介して外部と通信を行うことでプレビュー再生区間情報を取得可能
とすることができる。
【０２４１】
　無線通信Ｉ／Ｆ３００に適用可能な通信方式は、特に限定されないが、例えばＩＥＥＥ
(Institute Electrical and Electronics Engineers)８０２．１１規格に準拠した通信方
式を用いることができる。
【０２４２】
　図４２は、無線通信を介してプレビュー再生区間情報を取得する場合の、再生装置１’
の使用形態の例を示す。なお、再生装置１’には、予めミュージックサーバ４からＰＣ２
を介して取得されたコンテンツデータが記録されているものとする。ターミナル５は、ホ
ットスポットサービスを提供する無線ターミナルであり、インターネット３に接続される
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と共に、無線ＬＡＮ(Local Area Network)による通信機能を有する。ホットスポットサー
ビスは、無線ＬＡＮを用いてインターネットに接続できる環境を局所的に提供するサービ
スである。ターミナル５は、例えば駅や空港といった公共施設や、ホットスポットサービ
スを提供するようにした店舗などに設置され、無線ＬＡＮによる通信に対応し通信可能な
範囲にあるコンピュータ装置などと、アンテナ５Ａを介して通信を行うことができる。
【０２４３】
　情報端末装置６は、例えば比較的大規模な店舗や、所謂コンビニエンスストアなどに設
置され、所定のネットワークに接続される。ユーザは、この情報端末装置の画面に表示さ
れるメニューに従い操作することで、選択した情報を得ることができるようにされている
。この情報端末装置６は、通信部６Ａを介して無線通信によりデータのやりとりを行うこ
とができるようにされ、ユーザは、この情報端末装置に対する操作に応じて、無線通信で
情報を得ることができる。
【０２４４】
　なお、再生装置１’は、ミュージックサーバ４のＵＲＬ(Uniform Resource Locator)を
、予め例えばＲＯＭ４２に記憶しているものとする。また、再生装置１’は、コンテンツ
データファイル２００’をミュージックサーバ４からダウンロードする際に、コンテンツ
データファイル２００’のヘッダ部２０１’からコンテンツＩＤ２０５を取得し、例えば
、プレビュー再生区間情報テーブルにコンテンツＩＤ２０５のみを記述する。コンテンツ
ＩＤ２０５のリストを別途、作成してもよいし、属性情報テーブルにコンテンツＩＤ２０
５を記述することもできる。
【０２４５】
　例えばターミナル５を用いる場合、ユーザは、再生装置１’を伴いターミナル５の無線
通信圏内に入る。そして、再生装置１’の操作部２０に対して所定の操作を行うことで、
再生装置１’とターミナル５との間で通信が行われる。
【０２４６】
　再生装置１’は、ターミナル５との間の通信を確立すると、インターネット３を介して
ミュージックサーバ４と通信を行う。一例として、再生装置１’は、プレビュー再生区間
情報テーブルの情報に基づき、ミュージックサーバ４に対して、ハードディスクドライブ
３２に記録されるコンテンツのうちプレビュー再生区間情報が対応付けられていないコン
テンツＩＤ２０５のリストを、ターミナル５を介して、ミュージックサーバ４に対して送
信する。ミュージックサーバ４は、このリストに含まれるコンテンツＩＤ２０５に対応す
るプレビュー再生区間情報を検索し、検索の結果得られたプレビュー再生区間情報のそれ
ぞれをコンテンツＩＤ２０５と対応付けて送信する。送信されたプレビュー再生区間情報
は、ターミナル５に受信され、無線通信によってターミナル５から再生装置１’に転送さ
れる。
【０２４７】
　情報端末装置６を用いる場合には、情報端末装置６は、表示部や操作部を有しているた
め、ユーザに対してダウンロードするプレビュー再生区間情報を選択可能とさせたり、プ
レビュー再生区間情報のダウンロードに対してユーザに課金したりすることが容易である
。
【０２４８】
　一例として、ユーザが再生装置１’を情報端末装置６に近づけて情報端末装置６に対し
て所定の操作を行うと、再生装置１’と情報端末装置６との間で通信がなされる。再生装
置１’と情報端末装置６との間で通信が確立すると、情報端末装置６は、再生装置１’に
対してプレビュー再生区間情報テーブルおよび属性情報テーブルの情報を要求する。この
要求に応じて再生装置１’から送信された情報に基づき、情報端末装置６は、表示部にコ
ンテンツＩＤ２０５に対応したコンテンツ名のリストを表示する。ユーザは、表示部の表
示に基づき情報端末装置６の操作部に対してプレビュー再生区間情報をダウンロードした
いコンテンツを選択する。選択されたコンテンツのコンテンツＩＤ２０５が情報端末装置
６からインターネット３を介してミュージックサーバ４に送信される。ミュージックサー
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バ４は、受信したコンテンツＩＤ２０５に対応するプレビュー再生区間情報を検索し、イ
ンターネット３を介して情報端末装置６に送信する。情報端末装置６は、受信したプレビ
ュー再生区間情報を、再生装置１’に対して転送する。
【０２４９】
　なお、無線通信機能を有する再生装置１’を用いることで、上述のホットスポットのタ
ーミナル５や、情報端末装置６が設置されている場所であれば、インターネット３に接続
されたＰＣ２が無い環境でも、コンテンツをミュージックサーバ４からダウンロードする
ことが可能である。
【０２５０】
５．この発明の実施の一形態のさらに他の変形例について
　次に、この発明の実施の一形態やその変形例のさらに他の変形例について説明する。上
述した実施の一形態やその変形例では、再生装置１または再生装置１’が記録媒体として
ハードディスクドライブ３２を有し、ミュージックサーバ４からダウンロードされたコン
テンツデータをハードディスクドライブ３２に記録するように説明したが、これはこの例
に限定されない。
【０２５１】
　例えば、図４３に一例が示されるように、フラッシュメモリ３０２のような、書き換え
可能なＲＯＭをコンテンツデータを記録する記録媒体として用いることができる。フラッ
シュメモリ３０２は、ハードディスクドライブ３２に比べてアクセス速度が高速であると
共に、機構部分を有しないので振動などに強く、また消費電力もハードディスクドライブ
３２に対して小さい。そのため、バッファメモリを用いずフラッシュメモリ３０２上のオ
ーディオデータに直接的にアクセスすることで、プレビュー再生を実現することができる
。この場合には、例えば、プレビュー再生制御を、上述した第２のプレビュー再生制御方
法に従い行うことが考えられる。
【０２５２】
　また、図４３では、フラッシュメモリ３０２が再生装置１”に内蔵されているように示
されているが、これはこの例に限定されず、フラッシュメモリ３０２を、再生装置１”に
対して着脱可能な構成とすることもできる。フラッシュメモリ３０２が再生装置１”に対
して脱着可能であれば、例えばフラッシュメモリ３０２に対して外部でコンテンツデータ
を記憶させ、後に、コンテンツデータが記憶されたフラッシュメモリ３０２を再生装置１
”に装着して用いるような利用法が可能である。この場合には、再生装置１”の構成から
ＵＳＢコントローラ３３と、ＵＳＢコネクタ３１とを省く構成とすることも可能である。
【０２５３】
　なお、上述では、コンテンツをオーディオデータであるとして説明したが、これはこの
例に限定されない。すなわち、この発明は、時間情報を有し時系列的に変化する情報であ
れば、他のコンテンツにも適用することができる。例えば、コンテンツとしてビデオデー
タを適用することができる。この場合には、再生装置１に対してビデオデータのデコーダ
を設け、圧縮符号化されてダウンロードされ、ハードディスクドライブ３２などに記録さ
れたビデオデータをデコードして、表示部１０に表示させる。また、コンテンツを、ＭＩ
ＤＩ(Musical Instrument Digital Interface)データなどの、演奏指示情報としてもよい
。この場合には、再生装置１に対して、ＭＩＤＩに対応した音源回路を設ける。
【図面の簡単な説明】
【０２５４】
【図１】この発明の実施の一形態が適用可能な再生装置の一例の使用形態を示す。
【図２】この発明の実施の一形態に適用できる携帯用の再生装置の一例の外観図である。
【図３】再生装置の一例の構成を示すブロック図である。
【図４】再生装置に適用可能なアーキテクチャを概略的に示す略線図である。
【図５】属性情報テーブルの一例の構成を示す略線図である。
【図６】プレビュー再生を自動的に開始する処理の一例のフローチャートを示す。
【図７】フローチャートに伴う表示部の一例の表示を示す。
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【図８】プレビュー再生から通常再生に切り替わるときの処理を説明するための略線図で
ある。
【図９】アーティストリンクモードにおける一例の処理を示すフローチャートである。
【図１０】アーティストリンクモードにおける処理に伴う表示の推移の例を示す略線図で
ある。
【図１１】アーティストリンクモードにおける処理に伴う表示の推移の例を示す略線図で
ある。
【図１２】あるコンテンツデータを再生中にアーティストリンクモードを起動させた場合
の一例の処理を示すフローチャートである。
【図１３】通常再生画面の一例を示す略線図である。
【図１４】検索中画面の一例を示す略線図である。
【図１５】関連度の基準を緩和するか否かの選択をユーザに促す画面の例を示す略線図で
ある。
【図１６】現在再生中のコンテンツを示す画面に戻ることをユーザに促す画面の例を示す
略線図である。
【図１７】関連アーティスト情報表示画面の一例を示す略線図である。
【図１８】関連アーティスト情報表示画面の一例を示す略線図である。
【図１９】プレビュー再生の一例の処理を示すフローチャートである。
【図２０】プレビュー再生の一例の処理を示すフローチャートである。
【図２１】コンテンツタイトル一覧画面の一例を示す略線図である。
【図２２】プレビュー再生の一例の処理を示すフローチャートである。
【図２３】プレビューコンテンツ情報を通常再生画面に表示した場合の例を示す略線図で
ある。
【図２４】コンテンツデータファイルの一例の構成を示す略線図である。
【図２５】第１のプレビュー再生制御方法による処理の一例の流れを示す略線図である。
【図２６】第１のプレビュー再生制御方法による、プレビュー再生を行うためのオーディ
オデータをコンテンツデータファイルから読み出す際の一例の処理を示すフローチャート
である。
【図２７】オーディオデータがバッファメモリに溜め込まれる様子を概略的に示す略線図
である。
【図２８】プレビュー再生用のオーディオデータに関するハードディスクドライブおよび
バッファメモリの一例のアクセスタイミングを概略的に示すタイミングチャートである。
【図２９】あるコンテンツのプレビュー再生の途中で次のコンテンツのプレビュー再生に
ジャンプする制御を説明するための図である。
【図３０】プレビュー再生から通常再生に切り替わるときの第１のプレビュー再生制御方
法による処理を説明するための略線図である。
【図３１】通常再生モードからプレビュー再生モードに切り換える際の第１のプレビュー
再生制御方法による処理を説明するための略線図である。
【図３２】プレビュー再生後に通常再生を再開させる際の第１のプレビュー再生制御方法
による処理を説明するための略線図である。
【図３３】第２のプレビュー再生制御方法によるプレビュー再生の一例のシーケンスを示
す。
【図３４】第２のプレビュー再生制御方法による読み出しポインタ移動の様子を概略的に
示す略線図である。
【図３５】プレビュー再生から通常再生に切り替わるときの第２のプレビュー再生制御方
法による処理を説明するための略線図である。
【図３６】通常再生からプレビュー再生に切り替わるときの第２のプレビュー再生制御方
法による処理を説明するための略線図である。
【図３７】プレビュー再生後に通常再生を再開させる際の第２のプレビュー再生制御方法
による処理を説明するための略線図である。
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【図３８】ヘッダ部にコンテンツＩＤを含む場合の一例のコンテンツデータファイルの構
成を示す略線図である。
【図３９】プレビュー再生区間情報テーブルの例を示す略線図である。
【図４０】プレビュー再生区間情報を用いた場合のプレビュー再生処理を示す一例のフロ
ーチャートである。
【図４１】無線通信Ｉ／Ｆを設けた再生装置の一例の構成を示すブロック図である。
【図４２】無線通信を介してプレビュー再生区間情報を取得する場合の再生装置の使用形
態の例を示す略線図である。
【図４３】記録媒体に書き換え可能なＲＯＭを用いた場合の再生装置の一例の構成を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
【０２５５】
１　再生装置
２　パーソナルコンピュータ
３　インターネット
４　ミュージックサーバ
１０　表示部
１３　５方向キー
１３Ａ　エンターキー
１４　ディスカバリキー
２０　操作部
３２　ハードディスクドライブ
３６　システムゲートアレイ
３７　ＲＡＭ
４１　マイクロコンピュータ
４２　ＲＯＭ
４３　デコーダ
４６　リアルタイムクロック
６０　ＵＩタスク
６１　プレーヤタスク
６２　バッファタスク
６３　データベース管理タスク
６８　ＯＳ
７０　カーソル表示
７１Ａ　リスト表示部
７１Ｂ　再生コンテンツ表示部
１００　通常再生画面
１０１　検索中画面
１０４　関連アーティスト情報表示画面
１０５　コンテンツタイトル一覧画面
２００　コンテンツデータファイル
２０１　ヘッダ部
２０２　オーディオデータ部
２０３　コーデック情報
２０４　総再生時間情報
２０５　コンテンツＩＤ
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